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埼経協ニュース404号

三
月
十
三
日
㈫
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か

ら
幹
事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
は
、
理
事
二
一
名
と
監
事
二

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
事
務
局
よ
り

四
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
は
次
の
通
り
。

一
�
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

二
�
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

三
�
常
勤
理
事
の
平
成
三
十
年
度
報
酬

額
に
つ
い
て

四
�
常
勤
役
員
規
定
の
改
定
に
つ
い
て

続
い
て
、
幹
事
会
が
理
事
二
一
名
、

監
事
二
名
、
名
誉
会
長
二
名
、
顧
問
一

名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
二
五
名
の
五
一

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
上
條
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
き
、
理
事
会
に
提
案
さ

れ
た
四
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
慶
應
義
塾
大
学
商

学
部
教
授

菊
澤

研
宗
氏
よ
り
、「
日

本
軍
の
失
敗
に
学
ぶ
組
織
の
不
条
理
」

と
題
し
て
、
日
本
的
組
織
に
潜
む
無
責

任
構
造
と
そ
の
回
避
策
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

菊
澤

研
宗

（
き
く
ざ
わ
け
ん
し
ゅ
う
）
氏

1
9
5
7
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大

学
商
学
部
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
博
士

課
程
終
了
後
、
防
衛
大
学
校
教
授
・
中

央
大
学
教
授
を
経
て
、
2
0
0
6
年
に

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
・
商
学
研
究
科

教
授
に
就
任
。
専
門
は
組
織
の
経
営
学

（
新
制
度
派
経
済
学
）、
戦
略
の
経
済

学
、
比
較
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
論
。
著
書
は
『
組
織
は
合
理
的
に
失

敗
す
る
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
2
0

0
9
年
）、『
な
ぜ
改
革
は
合
理
的
に
失

敗
す
る
の
か
―
改
革
の
不
条
理
』（
朝

日
新
聞
出
版
、
2
0
1
1
年
）、『
失
敗

の
本
質
―
戦
場
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

篇
』（
共
著
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
2

0
1
2
年
）、『
組
織
の
不
条
理
―
日
本

軍
の
失
敗
に
学
ぶ
』（
共
著
、
中
央
公

論
新
社
、
2
0
1
7
年
）
他
多
数
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’18 月号

日本経団連 埼玉

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
、

満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
九
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
を
開
催
〜

懇親会
懇親会閉宴挨拶
阿久根謙司副会長

懇親会開宴挨拶
宮澤政信副会長

理事会

�
講
演
す
る
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

教
授

菊
澤
研
宗
氏

幹事会開会挨拶
上條正仁会長幹事会

4・5
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事
業
環
境
と
基
本
方
針

平
成
30
年
度
の
日
本
経
済
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｐ
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
調
査
で
実
質
経
済

成
長
率
を
1
・
9
％
と
予
測
す
る
な
ど
、

好
調
な
世
界
経
済
を
背
景
に
引
き
続
き

景
気
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
内

閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
の
平
成
29

年
度
企
業
行
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
3
月
2
日
公
表
）
で
も
、
今
後

5
年
間
の
実
質
経
済
成
長
率
を
上
場
企

業
で
1
・
1
％
、中
堅
中
小
企
業
で
0
・

8
％
と
予
測
す
る
な
ど
、
企
業
の
景
気

判
断
は
長
期
的
に
も
強
気
の
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

企
業
収
益
面
で
は
、
法
人
企
業
統
計

調
査
（
平
成
29
年
10
〜
12
月
期
）
で
は

経
常
利
益
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
と

と
も
に
、
上
場
企
業
の
30
年
3
月
期
の

純
利
益
も
最
高
益
を
更
新
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
企
業
業
績
も
堅

調
に
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
米
景
気
過
熱
を
意
識
し
た
Ｆ

Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
ペ
ー
ス
の
加
速
に
よ
り
、

長
期
金
利
が
跳
ね
上
が
れ
ば
、
米
国
の

景
気
後
退
を
招
く
だ
け
で
は
な
く
、
ド

ル
建
て
債
務
を
抱
え
る
新
興
国
か
ら
大

量
の
資
金
が
流
出
し
、
世
界
同
時
不
況

の
懸
念
も
あ
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
を
は
じ
め
世
界
の
保
護
貿
易
主
義

の
高
ま
り
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
影
響

も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、

北
朝
鮮
情
勢
の
悪
化
、
中
東
情
勢
の
不

安
定
化
や
中
国
の
過
剰
債
務
問
題
な
ど

の
リ
ス
ク
に
も
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

わ
が
国
経
済
の
長
期
的
な
視
点
で
は
、

急
速
に
進
行
し
て
い
る
人
口
減
少
へ
の

対
応
や
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
、

大
都
市
へ
の
人
口
集
中
な
ど
、
社
会
全

体
に
関
わ
る
重
大
な
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
に
目
を
転
じ
る
と
、
今
年
1
月
に
開

催
さ
れ
た
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
次

総
会
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
で
演
説
し
た
カ

ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
首
相
は
、「
今
ほ
ど

変
化
の
ペ
ー
ス
が
速
い
時
代
は
過
去
に

な
か
っ
た
。
だ
が
、
今
後
、
今
ほ
ど
変

化
の
遅
い
時
代
も
二
度
と
来
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
名
言
を
残
し
た
。
変
化
が

常
態
化
し
、
か
つ
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

ま
す
ま
す
加
速
す
る
現
在
で
は
、
現
状

に
留
ま
る
こ
と
は
衰
退
を
意
味
す
る
と

い
う
こ
と
を
経
営
者
は
肝
に
銘
じ
る
べ

き
で
あ
る
。

産
業
面
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
続
き
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
も
研
究
段
階
か
ら
社
会
・

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
実
装
レ
ベ
ル
へ
移
行
し
、

加
え
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
中

核
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
社
会

の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
と
期
待
さ
れ
る
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
活
用
拡
大
、
自
動

運
転
技
術
の
開
発
競
争
激
化
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
、
急
速
に
進
展

し
経
済
社
会
に
変
革
を
も
た
ら
し
つ
つ

あ
る
、
先
端
技
術
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
、
企
業
の
競
争
力
・
成
長
力
を

大
き
く
左
右
す
る
時
代
が
到
来
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

企
業
経
営
面
で
は
、
自
動
車
会
社
の

無
資
格
検
査
、
鉄
鋼
会
社
の
品
質
デ
ー

タ
不
正
、
新
幹
線
の
台
車
亀
裂
問
題
な

ど
、
名
門
企
業
の
不
正
が
次
々
と
発
覚

し
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
す
、
世
界
的
に

日
本
の
製
造
業
へ
の
不
信
が
広
が
る
事

態
と
な
っ
た
。
自
社
は
大
丈
夫
だ
と
い

う
楽
観
論
は
廃
し
、
業
務
を
再
点
検
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
イ
ン
テ
グ
リ
テ

ィ
の
重
要
性
を
全
社
員
に
徹
底
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

雇
用
労
働
面
で
は
、
有
効
求
人
倍
率

が
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
43
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
り
、
企
業
の
人
手
不
足
感
が

ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。

加
え
て
、
通
常
国
会
に
は
裁
量
労
働
制

拡
大
を
切
り
離
し
た
働
き
方
改
革
関
連

法
案
が
上
程
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
働

き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
の
成
長
に
は
、
多
様
な
人
材
が

活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
が
不

可
欠
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
の
推
進
や

従
業
員
の
働
き
が
い
を
高
め
る
取
り
組

み
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

単
に
労
働
時
間
を
減
ら
せ
ば
生
産
性
が

上
が
る
と
い
う
短
絡
的
な
考
え
方
で
は

な
く
、
多
様
な
働
き
方
を
可
能
に
し
て
、

長
時
間
労
働
を
是
正
し
な
が
ら
、
生
産

性
も
高
め
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

以
上
の
視
点
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年

度
も
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ

ナ
ー
、各
種
委
員
会
・
研
究
会
、講
演
会
・

講
習
会
等
の
充
実
強
化
を
図
り
、
会
員

企
業
の
様
々
な
経
営
課
題
解
決
の
一
助

と
な
る
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

活
動
理
念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る

県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行

動
す
る
と
と
も
に
県
政
・
諸
機
関
・
諸

団
体
・
諸
大
学
そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど

と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県
経
済
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

事
業
活
動
の
骨
子

1
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
向
け
た
不
断
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士

の
情
報
交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
組
む
。

2
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
情
報

提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
ま
す

ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た

め
に
、
埼
玉
県
、
国
、
各
種
研
究
機
関

等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ

目

次

頁

�
平
成
二
九
年
度
第
三
回
理
事
会
・
幹

事
会
開
催

一

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー

ド
の
募
集

七

�
第
七
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
八

�
青
年
経
営
者
部
会

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

十

�
平
成
二
九
年
度
埼
玉
県
課
題
解
決
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会十

二

�
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

十
四

�
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

十
五

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座十

五

�
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

十
六

�
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
七

�
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
八

�
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
八

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

十
九

�
人
事
制
度
設
計
セ
ミ
ナ
ー

二
十

�
新
入
社
員
研
修

二
一

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

二
二

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
二
三

�
第
一
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

二
四

�
働
く
女
性
応
援
講
座

二
五

�
青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
と

の
合
同
例
会

二
六

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

二
七

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
九

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

三
十

�
埼
玉
県
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ三

二

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の
動

き

三
二

平
成
30
年
度
事
業
計
画
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ー
、
委
員
会
活
動
等
の
充
実
を
通
じ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情
報

提
供
機
能
を
強
化
・
拡
充
し
て
い
く
。

3
�
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築
と
効

果
的
・
効
率
的
な
業
務
運
営
の
推
進

会
員
増
強
や
事
業
収
益
の
増
加
等
を

通
じ
て
よ
り
安
定
し
た
組
織
・
経
営
基

盤
を
構
築
し
て
い
く
。

4
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約

と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ

を
収
集
・
集
約
し
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

5
�
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化

埼
玉
産
業
教
育
審
議
会
等
各
種
審
議

会
・
委
員
会
へ
の
積
極
的
な
参
画
、
教

職
員
・
高
校
生
向
け
の
研
修
へ
の
講
師

派
遣
、
さ
ら
に
は
科
学
の
甲
子
園
や
キ

ャ
リ
ア
教
育
ア
ワ
ー
ド
な
ど
、
埼
玉
県

の
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
。

6
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を

は
じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等

の
公
設
委
員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言

や
意
見
陳
述
に
努
め
て
い
く
。

7
�
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
並

び
に
高
校
生
・
障
害
者
の
就
職
支
援

多
様
な
人
材
が
活
き
活
き
と
働
け
る

職
場
づ
く
り
の
た
め
に
、
働
き
方
改
革

の
推
進
と
従
業
員
の
働
き
が
い
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、埼
玉
労
働
局
・

連
合
埼
玉
と
の
連
携
の
下
、大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、高
校
生
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
支
援
、
そ
し
て
障
害
者
の
就
職

支
援
等
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

平成30年度事業の推進にあたっては、これまで推進してきた事業を原則継続するとともに、以下のような施策
を実行していく。

1．安定した経営基盤の構築
会員企業からの紹介等を通じた会員増強に加え、多様な研修プログラムを新設、講演会・講習会等事業の一層

の充実を図り、安定した経営基盤の構築を図る。

2．埼玉県インターンシップ推進事業（課題解決型インターンシップ）の充実
県内企業の経営課題の解決とともに、あわせて県内企業に対する学生の理解を深めることを目的とする課題解

決型インターンシップは、平成29年度は、28年度の8名を大幅に上回る、23名の外国人留学生、大学院生、学部
学生が参加。参加学生に貴重な経験をもたらすとともに、参加企業からも大きな評価を得ている。本年度は埼玉
県、本会、埼玉大学の密接な連携の下、さらに充実した活動を推進していく。

3．働き方改革・働きがい向上委員会の新設
企業の成長に不可欠な、多様な人材が活き活きと働ける職場づくりのためには、働き方改革の推進と従業員の

働きがいの向上が車の両輪となって機能することが必要である。こうした観点から、経団連事業サービス人事賃
金センター、GPTW日本、埼玉労働局、埼玉県産業労働部等をアドバイザーとし、働き方改革、働きがい向上
の具体的な事例を研究する、「働き方改革・働きがい向上委員会」を新設する。

4．さいたま市教育委員会との連携開始
これまでの埼玉県教育委員会との連携を維持・強化するとともに、さいたま市教育委員会の「教員育成協議会」
委員就任、教員研修への講師派遣等、さいたま市教育委員会との連携を開始するとともに、あわせて平成31年4
月開校するさいたま市立大宮国際中等教育学校への支援策を会員のご協力の下、検討していく。

5．多様なセミナー等の新設
コミュニケーション講座や120年ぶりに改正され、平成31年に施行される民法（債権法）改正に伴うセミナー、
管理会計・財務会計等、企業実務関連セミナーを新設する。 以上

常勤役員規程の⑵を以下のように改定する。

□改定理由 本規程制定後、約13年が経過しこの間に高年齢者雇用安定法の
改正や政府の年金受給開始年齢の75歳～80歳まで繰り下げ検討
等の動向を踏まえるともに、事務局体制のさらなる安定化を図
る観点から改定する。

□実 施 日 平成30年4月1日

平平成成3300年年度度事事業業ののポポイインントト

常勤理事の
平成30年度報酬額について
常勤理事報酬規程第4条2項の規定

に基づき、常勤理事の平成28年度の報
酬額を以下のとおりとする。

専務理事
1，020万円（前年度と同額）

常務理事
960万円（前年度と同額）

常勤役員規程の改定について

改定後
常勤役員の定年は原則として70歳と
し、定年に到達した日の直後の定時総
会をもって退任する。

現 行
常勤役員の定年は原則として65歳と
し、定年に到達した日の直後の定時総
会をもって退任する。
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業実施計画表
3月

下旬中旬

○

⑪

〇

〇

○

○

⑲

⑲

科学の
甲子園
○

上旬

〇

〇

〇

2月

下旬中旬

〇

〇

〇

〇

〇

○

⑲

⑲

〇

上旬

〇

春季

アワード
○

〇

（平成31年）1月

下旬

四者面
○

中旬

〇

㉒

㉒

上旬

⑩

⑦

12月

下旬

〇

中旬

〇

〇

〇

〇

⑪

⑪

〇

上旬

〇

〇

〇

11月

下旬

〇

〇

〇

中旬

〇

〇

〇

〇

〇

〇

⑮

〇

⑬

⑬

⑯

〇

〇

〇

上旬

〇

秋季

〇

⑧

科学の
甲子園
〇

〇

〇

10月

下旬

㉙

〇

〇

〇

〇

㉕

㉔

㉓

㉖

中旬

〇

〇

⑪
⑱

⑯

⑯

〇

〇

〇

〇

上旬

〇

〇

〇

④

9月

下旬

㉑
㉘

㉘
㉙

㉕

中旬

⑱

⑲

㉑

〇

⑱

⑱

⑬

上旬

⑩

③

⑦
⑧
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平成30年度事
8月

下旬

㉘

中旬上旬

③

7月

下旬

㉖

㉖

中旬

⑬

幹事会

〇

⑰

⑰

⑰

⑱

⑲

上旬

⑤

～⑧

②

6月

下旬

㉕
㉖

㉒

㉑

㉒

㉚

㉗

㉒

㉙

中旬

⑪

⑭

⑲

⑲

⑳

⑭
⑳

上旬

⑦

⑥

5月

下旬

㉑

㉛

総会
㉛

㉓
㉘

中旬

⑯

⑰

⑮

⑮

上旬

⑩

（平成30年）4月

下旬

㉓

㉖

⑲

㉔

中旬

⑪
⑲

⑰

⑰

⑰

上旬

⑥

③
④

事業名

総会

理事会

新年会員懇談会

トップセミナー

特別セミナー

労働法実務講座・労働問
題実務対応講座
企業戦略／少子高齢化対
策研究会／人事労務
働き方改革・働きがい向
上／産業教育委員会
グローバル／
CSR委員会
ウーマノミクス推進／
地域社会問題委員会

農業／介護ビジネス研究会

働く女性応援講座

地区協議会
（中・西・南・北）
埼玉大学公開講座／研究開
発フォーラム／講義 等
ものつくり大学公開講座
／セミナー／講義 等
本庄早稲田国際リサーチパーク／
気象ビジネス推進コンソーシアム

総会・幹事会・審議員会

地方団体連絡協議会・
団体長会議・情報連絡会
関東経営者協会専務理事
会等

県首脳との懇談（随時）

各種審議会・委員会

教育委員会関連事業
新任校長研修等県職員向け研修
教員・県職員の長期派遣
事業
社会経済視察団等（アイ
スランド・エストニア）

課長力パワーアップ講座

人事制度セミナー
コミュニケーション研修
ロジカルシンキング・
ロジカルライティング
中小企業採用力・
海外要員・民法改正
女性チャレンジフォーラム・4年目
新入社員研修・フォローアップ研修
管理会計基礎・決算書読
み方・使い方・経理入門
年末調整実務セミナー
その他セミナー
衛生管理者受験対策講座
等・通信教育

項目

会議等の
開催

トップセミ
ナー、特別
セミナー、
労働法実務
講座、労働
問題実務対
講座

委員会、
研究会、
地区協議会
の開催

産学連携
事業

経団連関係

埼玉県関連
（さいたま
市等含む）

海外視察

講演会・
講習会等

会

務
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※
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
新
規
事
業

Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会

⑵
臨
時
総
会

⑶
理
事
会

⑷
幹
事
会

⑸
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
特
別
セ
ミ
ナ
ー

⑶
そ
の
他

3
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協
議

会
等
の
開
催

⑴
企
業
戦
略
研
究
会

⑵
産
業
教
育
委
員
会

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

⑷
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

⑸
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

⑹
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

⑺
働
く
女
性
応
援
講
座

⑻
人
事
労
務
委
員
会

⑼
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上

委
員
会

⑽
地
域
社
会
問
題
委
員
会

⑾
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⑿
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⒀
地
区
協
議
会
（
4
地
区
）

⒁
地
区
協
議
会
幹
事
会（
4
地
区
）

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

⑵
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑶
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協

議
会

⑷
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ

ム

⑸
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講

座
⑹
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協

議
会

⑺
本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
研
究
推
進
機
構
連
携
拠
点

推
進
委
員
会

⑻
気
象
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
総
会

⑵
幹
事
会
・
審
議
員
会

⑶
地
方
団
体
長
会

⑷
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑸
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企
業・

社
会
保
障
・
環
境
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
等

⑹
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑺
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談

会
⑶
人
材
交
流
事
業
・
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア

ワ
ー
ド

②
新
任
校
長
研
修
等
研
修
へ
の

講
師
派
遣

③
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め

の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
講
師
派
遣

④
教
員
・
生
徒
向
け
研
修
へ
の

講
師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議

会
委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委
員

ほ
か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑧
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
・

埼
玉
県
大
会
へ
の
積
極
的
支
援

⑺
長
期
派
遣
研
修
受
入

①
埼
玉
県
教
育
委
員
会
職
員
1

名②
知
事
部
局
職
員
1
名

⑻
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

関
連

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
講
演

②
研
修
生
受
入

⑼
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
関
係

⑴
教
員
育
成
協
議
会

⑵
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等

教
育
学
校
運
営
に
関
す
る
支
援

策
の
検
討

⑶
教
員
研
修
へ
の
講
師
派
遣

⑷
そ
の
他

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
さ
い
た
ま
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

10
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
埼
玉
特
定
最
低
賃
金
審
議
会

⑷
埼
玉
県
雇
用
保
険
審
査
参
与

⑸
埼
玉
県
労
働
者
災
害
補
償
保
険

参
与

⑹
労
働
者
派
遣
事
業
適
正
運
営
協

力
員

⑺
そ
の
他
委
員
会

11
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
意
見
交
換
会

12
�
埼
玉
大
学
講
義

⑴
理
工
学
研
究
科
学
生
へ
の
講
義

（
全
14
講
義
）

⑵
若
手
教
員
向
け
講
演

13
�
も
の
つ
く
り
大
学
講
義

⑴
3
回
生
向
け
講
義（
全
8
講
義
）

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業

1
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
推
進

⑴
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
用

⑵
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
付

⑶
課
題
解
決
型
大
学
生
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
事
業

⑷
県
内
高
校
・
特
別
支
援
学
校
の

生
徒
受
入

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
38
回
海
外
社
会
経
済
視
察
団

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
エ
ス
ト
ニ
ア

（
6
／
30
〜
7
／
8
）

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
講
演
会
、
講
習
会
等

⑴
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

⑵
労
働
法
実
講
座

⑶
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

⑷
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

⑸
民
法
改
正
関
連
セ
ミ
ナ
ー

⑹
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修

⑺
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
・
ロ
ジ

カ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

⑻
海
外
事
業
要
員
採
用
セ
ミ
ナ
ー

⑼
中
小
企
業
採
用
力
向
上
セ
ミ
ナ

ー
⑽
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修

⑾
4
年
目
社
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

⑿
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⒀
人
事
労
務
に
関
す
る
税
務
セ
ミ

ナ
ー

⒁
管
理
会
計
基
礎
研
修

⒂
決
算
書
読
み
方
・
使
い
方
セ
ミ

ナ
ー

⒃
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⒄
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
2
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ

ー
ラ
ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修

へ
の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
夏
季
賞
与
・
一
時
金

⑶
年
末
賞
与
・
一
時
金

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査

4
�
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
」
調
査
へ
の
積
極
的

な
参
画

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別

調
査

⑵
審
議
会
等
の
資
料
作
成

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監

督
者
の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職

ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成
29
年

改
定
版
販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

4
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料

の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報

告
⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な

ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡

旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業

へ
の
協
力

7
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

ⅩⅠ
連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経

協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の

推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体

と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、情
報
交
換

6
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活

動

平
成
30
年
度
事
業
活
動
計
画
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埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド22001199

インターンシップ

キャリア教育とは、生徒一人ひとりが、社会に出て職業人として自立していくために必要な能力を身
につけることで、働くことの意義や職業観を学び、仕事に対して意欲的に取り組む姿勢や態度を修得し、
自分の進路を主体的に選択していけるように啓蒙することです。そして、このキャリア教育の推進に当
たっては、企業の役割がますます高まってきています。
そこで、本会と埼玉県教育委員会は、連携を図りながら、県立高校・特別支援学校（高等部）の生徒
を対象としたキャリア教育に関する取組事例について募集を行い、特に優秀な事例について表彰します。
多くの企業・団体のご応募をお待ちいたします。

募集期間
平成30年5月1日㈫～平成30年10月31日㈬

募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ企業・団体及び県立高校・特別支援学校（高等部）
※公的機関で、就職支援を主業務としている場合は対象外となります。
※取組については、教育効果、企画性などの基準により評価します。審査基準は「平成30年度埼玉県キャリ
ア教育実践アワード募集要項」をご覧ください。

応募方法
埼玉県経営者協会のホームページ（https : //www.saitamakeikyo.or.jp/）に掲載している「平成30年
度埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から「応募用紙」と「エントリーシート」をダウンロードい
ただき、必要事項をご記入の上、電子メールにてご提出ください。

応募・問合せ先
一般社団法人埼玉県経営者協会 埼玉県キャリア教育実践アワード担当 白井
TEL：048-647-4100 FAX：048-641-0924
E-Mail : shirait@saitamakeikyo.or.jp

表彰式の様子（パレスホテル大宮） 最優秀賞となった広域秩父産業連携フォーラム
FIND Chichibu と秩父農工科学高校の皆様

最優秀賞・優秀賞には
表彰状・オーナメント
を授与

企業と学校が協同して開発した駅弁を販売 和菓子の製作支援
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平成30年3月16日㈮から3月19日㈪までの日程で、埼玉県さいたま市で「第7回科学の甲子園全国大会」（主催：科学
技術振興機構）が開催されました。「科学の甲子園」は、高等学校等の生徒チームを対象とした、理科・数学・情報にお
ける複数分野の競技を行う取組で、各都道府県の予選を勝ち抜いた代表校が集い、競い合い、活躍できる場として、平成
23年度よりスタートした一大イベントです。そして7回目となる本大会から埼玉県さいたま市で開催され、2020年3月の
第9回大会まで本県で開催される予定です。
第7回大会では、都道府県予選会で過去最高の698校（8，725名）が出場し、選抜された全国47校（361名）の高校生た

ちが、ここ埼玉に集結し、熱戦を繰り広げました。優勝は、神奈川県代表栄光学園高校。埼玉県代表の県立浦和高校は惜
しくも入賞を逃しました。

第7回 科学の甲子園全国大会 埼埼玉玉初初開開催催

開会式・筆記競技 シンポジウム・表彰式実技競技
3月16日㈮大宮ソニックシティ 3月17日㈯サイデン化学アリーナ 3月18日㈰大宮ソニックシティ

大ホールでの開会式 ワイヤレス給電を使った羽ばたき機の製作 特別シンポジウム

優勝旗返還（前年度優勝の県立岐阜高校） 羽ばたき機の飛行の様子 表彰式（優勝から第3位までが登壇）

エクスカーション等
3月18日㈰展示・お土産ブース

協働パートナー掲出パネル等

ソニックシティ大ホールステージ サイデン化学アリーナ特設ステージ

企業応援メッセージ
（ソニックシティ大ホール）

サイデン化学アリーナ応援席

3月19日㈪エクスカーション
理化学研究所、鉄道博物館
川越の街並み等を見学
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主な大会成績
総合優勝 栄光学園高校（神奈川） 総合第2位 広島学院高校（広島）

総合第3位 筑波大学附属駒場高校（東京） 総合第4位 県立並木中等教育学校（茨城）

さいたま市長賞 経済局長 吉沢 浩之 氏（右）
武蔵野銀行賞 常務取締役 白井 利幸 氏（左）

県立鳥取西高校（鳥取） 県立丸亀高校（香川）海陽中等教育学校（愛知）

AGS賞 代表取締役社長 石井 進 氏 しまむら賞 執行役員 鈴木 誠 氏埼玉県経営者協会賞 会長 上條 正仁 氏

文部科学大臣賞 文部科学大臣政務官 新妻 秀規 氏（右）
CIEE/TOEFL 賞 日本代表代行 根本 斉 氏（左）

科学技術振興機構理事長賞 理事 真先 正人 氏（左）
UL Japan 賞 事業開発部 部長 川口 昇 氏（右）

埼玉県知事賞 副知事 奥野 立 氏（右）
埼玉りそな銀行賞 代表取締役社長 池田 一義 氏（左）

企業特別賞

協働パートナーとして会員企業9社に御協賛いただきました。

来年度も、より多くの企業の皆様に協働パートナーとしてご協賛をいただき、埼玉県大会、全国大会をますます盛り
上げていきたいと考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。
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二
月
二
一
日
㈬
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
「
第
一
回

埼
玉
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
ア
イ
デ
ア
大
賞

の
最
終
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）・
表
彰
式
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。当

日
は
関
係
者
を
含
め
約
七
〇
名
が

観
覧
す
る
中
、
一
次
書
類
審
査
を
通
過

し
た
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
一
〇
名
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
各
一
点
（
一
般
部
門
・

学
生
部
門
）、
優
秀
賞
各
二
点
（
一
般

部
門
・
学
生
部
門
）、
特
別
賞
二
点（
部

門
問
わ
ず
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

◇
コ
ン
テ
ス
ト
概
要

「
そ
ん
な
バ
カ
な
！
」
と
い
っ
た
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
で
、
埼
玉
を
ブ
レ
イ
ク

ス
ル
ー
（
飛
躍
す
る
・
突
き
抜
け
さ
せ

る
）
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の

持
ち
主
を
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
「
花

咲
く
」
ま
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
。

斬
新
で
尖
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
ア
イ
デ
ア
、
埼
玉
県
民
を
ワ
ク
ワ

ク
さ
せ
て
く
れ
る
ア
イ
デ
ア
、「
埼

玉
ら
し
さ
」
を
持
ち
埼
玉
の
知
名
度

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
で
き
る
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
、「
一
般
部
門
」「
学
生
部

門
」
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
表
彰
。
特
に
優
れ
た
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
も

「
花
咲
く
ま
で
」
を
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、「
事
業
化
に
向
け
て

の
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
」、「
埼
玉
県
経
営

者
協
会
会
員
（
6
7
0
社
）
へ
の
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
告
知
・
紹
介
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進
」、「
事
業

開
始
後
の
経
営
指
導
」、
さ
ら
に
は
資

本
出
資
な
ど
、
充
実
し
た
支
援
策
を
実

施
す
る
。（
一
定
の
条
件
内
）

◇
応
募
要
項

□
募
集
部
門

〈
学
生
部
門
〉
大
学
生
・
高
校
生
・
専

門
学
校
生
の
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

〈
一
般
部
門
〉
創
業
を
検
討
し
て
い
る

個
人
・
創
業
二
年
以
内
の
個
人
事
業
主
・

法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

□
審
査
基
準

①
新
規
性
・
独
自
性
が
あ
る
か

②
�
埼
玉
ら
し
さ
�
が
あ
る
か
（
必
須

で
は
な
い
）

③
埼
玉
県
民
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
か

④
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
尖
っ
た
も
の
か

⑤
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
で
き
る
か

□
審
査
方
法

①
第
1
次
審
査
（
書
類
審
査
）

②
最
終
審
査
（
公
開
形
式
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
に
よ
る

審
査
）

□
各
賞

・
最
優
秀
賞
各
1
点
（
学
生
部
門
・
一

般
部
門
）
一
〇
万
円

・
優
秀
賞
各
二
点
（
学
生
部
門
・
一
般

部
門
）
五
万
円

・
特
別
賞
二
点
（
部
門
問
わ
ず
）
三
万

円
□
主
催
�
一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経

営
者
協
会

青
年
経
営
者
部
会

共
催
�
一
般
社
団
法
人

埼
玉
県
経

営
者
協
会

後
援
�
埼
玉
県
教
育
委
員
会

◇
開
会

開
会
で
は
、
審
査
委
員
長
を
務
め
る

青
年
経
営
者
部
会
部
会
長
の
栗
原
よ
り

開
会
挨
拶
、
そ
の
後
そ
の
他
審
査
員
一

〇
名
（
青
年
経
営
者
部
会
役
員
）
を
紹

介
し
ま
し
た
。

◇
最
終
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
概
要

一
組
八
分
の
プ
レ
ゼ
ー
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
そ
れ
に
対
し
審
査
委
員
か
ら
の
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

・
学
生
の
部
（
発
表
順
）

①
片
居
木
大
智
さ
ん
（
学
校
法
人
武
陽

学
園
西
武
台
高
等
学
校
）

「
災
害
に
備
え
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
振
る

う
料
理
店
（
会
社
）」

②
柳
田
美
里
さ
ん
（
学
校
法
人

福
岡

青
年
経
営
者
部
会

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

上條会長・ファイナリスト・審査委員（青年部会役員）集合写真

学生部門 プレゼンテーション

一般部門 プレゼンテーション

学生部門 最優秀賞受賞者
岩﨑萌さん・今西菜苗さん

一般部門 最優秀賞受賞者
赤羽裕子さん・その他共同提案者
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ダウンロードはこちら

大
学
）

「
ス
マ
イ
ル
リ
ン
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
保
育
ビ
ジ
ネ
ス
）」

③
埼
玉
県
立
浦
和
商
業
高
等
学
校
Ｏ
Ａ

部
「
廃
棄
食
材
削
減
へ
向
け
た
商
業
高
校

生
の
取
組
み
」

④
学
校
法
人

共
栄
学
園
共
栄
大
学
田

蔵
ゼ
ミ

「
埼
玉
る
っ
と
！
〜
彩
の
国
埼
玉
の
名

産
が
大
集
結
！
〜
」

⑤
岩
﨑

萌
さ
ん
（
埼
玉
県
立
鴻
巣
高

等
高
校
）

「
デ
リ
バ
リ
ー

リ
ユ
ー
ス

ボ
ッ
ク

ス
」

・
一
般
の
部
（
発
表
順
）

①
赤
羽
裕
子
さ
ん

「
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

②
鈴
木
ミ
ユ
キ
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人

臨
床
タ
イ
医
学
研
究
会
）

「
戸
建
て
住
宅
団
地
で
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

ー
！
」

③
神
山
美
由
紀
さ
ん
（
株
式
会
社
Ｓ
ｎ

ｕ
ｇ
ｇ
ｌ
ｅ
）

「
ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
安
心

シ
ニ
ア

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

④
戸
田
万
理
さ
ん
（
株
式
会
社

ヴ
ィ

ア
ッ
ジ
オ
）

「
子
育
て
世
代
を
つ
な
ぐ
マ
マ
ッ
チ
」

⑤
高
達
俊
之
（
コ
ウ
ダ
テ
株
式
会
社
）

「
埼
玉
県
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
し
た
地
域
密
着
型
ア
ニ
メ
」

◇
審
査
結
果
発
表
・
表
彰
式

審
査
後
、
各
賞
の
発
表
を
行
い
、
賞

状
授
与
・
受
賞
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。最

後
に
、
栗
原
審
査
委
員
長
よ
り
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
一
〇
組
全
組
へ
の
コ
メ

ン
ト
を
述
べ
総
評
と
い
た
し
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

冒
頭
、（
一
社
）
埼
玉
県
経
営
者
協

会
会
長

上
條
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
表
者
・

審
査
員
・
関
係
者
な
ど
で
交
流
や
情
報

交
換
を
目
的
と
し
た
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

◇
受
賞
者

□
最
優
秀
賞

〈
一
般
〉「
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
赤
羽
裕
子
さ
ん

・
概
要

三
回
忌
・
七
回
忌
な
ど
年
回

忌
法
要
の
他
に
、
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
テ

ィ
を
開
催
す
る
支
援
を
行
う
。
法
要
を

代
替
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
結
婚
式

と
披
露
宴
」
の
よ
う
な
関
係
性
で
「
法

要
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
テ
ィ
」
を
行
う

こ
と
で
、「
新
し
い
悼
む
形
」
を
実
現

す
る
。
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
テ
ィ
実
現
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
残
さ
れ
た
遺
族

や
友
人
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
行
う
他
、

死
を
目
前
に
し
た
人
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
に
も
繋
げ
る
。

〈
学
生
〉「
デ
リ
バ
リ
ー

リ
ユ
ー

ス

ボ
ッ
ク
ス
」
岩
﨑

萌
さ
ん

・
概
要

と
て
も
便
利
な
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
、
商
品
と
同
時
に
段
ボ
ー
ル

箱
も
届
き
、
そ
の
処
分
は
利
用
者
と

し
て
面
倒
に
感
じ
る
。
箱
の
処
分
が

な
く
な
れ
ば
、
店
頭
で
買
い
物
を
す

る
感
覚
で
ネ
ッ
ト
で
も
買
い
物
が
で

き
る
と
考
え
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
し
た
新
シ
ス
テ
ム
で
、
利
用

者
も
業
者
も
誰
も
が
嬉
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
案
す
る
。

□
優
秀
賞

〈
一
般
〉「
子
育
て
世
代
を
つ
な
ぐ

マ
マ
ッ
チ
」
戸
田

万
理
さ
ん

〈
一
般
〉「
戸
建
て
団
地
で
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
！
」
鈴
木
ミ
ユ
キ
さ
ん

〈
学
生
〉「
埼
玉
る
っ
と
！
〜
彩
の

国
埼
玉
の
名
産
が
大
集
結
！

〜
」
共
栄
大
学
田
蔵
ゼ
ミ

〈
学
生
〉「
廃
棄
食
材
削
減

へ
向
け
た
商
業
高
校
生
の
取

組
み
」
埼
玉
県
立
浦
和
商
業

高
等
学
校
Ｏ
Ａ
部

□
特
別
賞

〈
学
生
〉「
災
害
に
備
え
、

フ
ラ
イ
パ
ン
を
振
る
う
料
理

店
（
会
社
）」
片
居
木
大
智

さ
ん

〈
学
生
〉「
ス
マ
イ
ル
リ
ン

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
柳
田
美

里
さ
ん

関係者含め70名が最終審査を観覧した 審査員（青年部会役員）

情報交換の機会となった交流会
交流会で乾杯のご挨拶を
される上條会長
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実習期間

11月上旬～2月
中旬

9月初旬～12月
下旬

①8月下旬～12
月中旬
②8月下旬～12
月中旬

①・②10月上旬
～2月中旬

①8月下旬～12
月中旬
②11月上旬～2
月初旬

①8月下旬～12
月下旬
②10月下旬～12
月下旬

8月上旬～1月
中旬

10月中旬～2月
初旬

7月下旬～11月
上旬

受入学生
早稲田大学（人間科学研究科・
人間科学専攻・修士1年・留
学生）

埼玉大学（経済学部経済学科・
1年）

課題①埼玉大学（工学部機能
材料工学科・2年）
課題②埼玉大学（教養学部教
養学科・3年）

課題①武蔵丘短期大学（健康
生活学科健康マネジメント
専攻・1年、健康生活学科
健康栄養専攻・2年）
課題②武蔵丘短期大学（健康
生活学科健康スポーツ専
攻・2年・2名）

課題①埼玉大学（経済学部経
済学科・2年）
課題②埼玉大学（工学部機械
工学科・3年）

課題①埼玉大学（教養学部教
養学科・2年）
課題②共栄大学（国際経営学
部国際経営学科・2年・2名

課題①＋③埼玉大学（経済学
部経済学科・1年）

埼玉大学（工学部応用化学科・
4年）

埼玉大学（経済学部経済学科・
2年、経済学部経済学科・2
年留学生）

インターンシップ実習課題

石坂産業の事業・取り組みを通して日本の
環境教育を学ぶ

効果的な社員採用制度の構築について、企
画や魅力的なリクルート戦略を立案する。

①人材採用について、学生目線からの内容
を企画・提案する
②女性社員が働きやすい環境を構築するた
めの具体的方策を企画する

新興リゾート地における集客率、売上アッ
プのための企画商品の提案
①「温浴施設」の集客数向上のためのプロ
モーション戦略の提案。
②「ホテル」の客単価・客室稼働率向上の
ためのアイデア。

①BtoB顧客へアピールするための有効
なプロモーション活動の提案
②顧客の要望やアイデアを実現するための
ものづくりのプロセスや方法を提案

①ZOZOTOWNオープンに向けてのデザ
イン制作業務
②「SHOPLIST」でのブランド認知力を
上げるための施策を考案・実施する。

①社長同行（鞄持ち）により、取引先・関
係機関等を訪問し、食品業界の業務内容
等を体験する。
②新規カテゴリー（サンドイッチ部門）の
作業標準の改善、生産効率アップについ
て提案する。
③工場の生産工程管理におけるAI の導入
や IOTへの展開に向けて、当社工場の
現状について作業分析をする。

人材募集の方法について、当社の強みを
PRするための方策の提案。

外国人採用と定着化のための広報活動に関
するアイデア出し。

主要業種

資源再生

自動車教習所

総合建設

ホテルスポーツ
不動産

製薬・ファイン
ケミカル向け設
備の企画・設計・
製造等

ネットによる小
売業（婦人服、
ジーンズ中心）

製麺・総菜製造

保育・子育て支
援

医療・福祉サー
ビス

実習受入先企業

石坂産業㈱

㈱臼田ファイ
ンモータース
クール

㈱カタヤマ

カワラ
リゾート㈱

㈱キット

㈱クラシカル
エルフ

㈱クリタエイ
ムデリカ

㈱コマーム

埼玉医療
福祉会
（埼玉医科大学）

平成２９年度 埼玉県課題解決型
インターンシップ 成果報告会を開催

3月2日㈮13時30分から大宮ソニックシティビル4階市民ホールにおいて平成29年度埼玉県課題解決型
インターンシップ成果報告会が開催され、22名の実習参加学生が成果報告を行うとともに、受入企業から
実習受入れに伴う苦労話等をご披露いただいた。実習概要は次の表の通り。

平成29年度埼玉県課題解決型インターンシップの実習概要
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実習期間

11月下旬～2月
下旬

8月上旬～10月
下旬

11月上旬～2月
中旬

8月下旬～11月
下旬

12月上旬～2月
中旬

11月上旬～2月
中旬

受入学生

埼玉大学（経済学部経済学科・
3年

埼玉大学（理学部分子生物学
科・3年）

埼玉大学（経済学部経済学科・
3年）

埼玉大学（工学部建築工学科・
3年）

早稲田大学（人間科学研究科
健康福祉科学専攻・修士1年
留学生）

埼玉大学（工学部機械工学科・
3年）

インターンシップ実習課題

当社の魅力を掘り起こし、採用活動全般の
企画を提案する。

おもてなし№1に向けた店づくり、企業の
魅力・強み発見レポートの策定。

新規ブランド構築後の販売戦略と販路拡大
案の提言。

デザイン性の高い建物を供給するにあたり
若い感性を取り入れる。

高齢者福祉施設における人材育成・管理と
地域貢献を学ぶ。

研究開発の「見える化」の洗い出し、新た
な方向性の提案

主要業種

生協物流のトー
タルサポート

洋菓子の製造販
売

毛絲・毛織物等
の生産販売

建築の企画・設
計・施工

介護福祉サービ
ス

金属加工・化成
品（めっき）

実習受入先企業

㈱シーエック
スカーゴ

㈱シェリエ

太陽毛絲
紡績㈱

㈲ますいい
リビング
カンパニー

（社福）みなわ
会
（ケアハウス
所沢けやき）

吉野
電化工業㈱

成果報告会の様子

集合写真

開会挨拶 埼玉大学学長
山口宏樹氏

来賓挨拶 埼玉県産業労働部
雇用労働局長 江森光芳氏感想を述べる受入企業

（役職名は開催日現在）
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少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、

日
本
の
経
済
、
社
会
は
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
農
業
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
食
市
場
の
需
要
は

先
細
り
、
農
家
の
高
齢
化
で
農
作
業
が

で
き
な
く
な
り
、
農
地
は
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
や
住
宅
地
、
太
陽
光
発
電
用
地

へ
の
転
用
が
進
む
な
ど
、
衰
退
産
業
の

一
途
を
辿
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
が
、
日
本
の
農
業
は
着
実
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
二
月
二
六

日
㈪
の
平
成
二
九
年
度
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
で
は
、
三
つ
の
講
演
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
演
一
は
日
本
を
代
表
す
る

農
政
の
専
門
家
で
あ
る
、
宮
城
大
学
名

誉
教
授

大
泉

一
貫
氏
よ
り
、「
二

〇
二
五
年

日
本
の
農
業
は
こ
う
変
わ

る
」
と
題
し
て
、
新
し
い
農
業
先
進
国

へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
二
は
、
本
年
度
よ
り
本
会
が
気

象
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ

参
画
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、

国
立
研
究
開
発
法
人
農
研
機
構
農
業
環

境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー

気
候
変
動
対

応
研
究
領
域

温
暖
化
適
応
策
ユ
ニ
ッ

ト
長

中
川

博
視
氏
よ
り
、「
農
業

に
お
け
る
気
象
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
つ

い
て
」、
講
演
三
は
、
埼
玉
県
農
林
部

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

副
課
長

畑

克
利
氏
よ
り
、「
埼
玉
県
の
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
策
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
三
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
）

講
演
一
「
二
〇
二
五
年

日
本
の
農
業

は
こ
う
変
わ
る
」

・
農
業
経
営
体
は
減
少
傾
向
が
続
き
、

二
〇
一
五
年
の
一
三
八
万
戸
か
ら
、
十

年
後
の
二
〇
二
五
年
に
は
七
二
万
戸
、

さ
ら
に
二
〇
三
五
年
に
は
十
万
戸
弱
の

時
代
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

・
農
業
成
長
県
と
衰
退
県
の
違
い
は
、

経
営
者
の
数
と
生
産
性
の
差
で
あ
り
、

畜
産
や
野
菜
は
、
生
産
性
が
高
い
。

・
農
業
の
競
争
力
強
化
は
経
営
者
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
よ
り
効
率
的
に

付
加
価
値
の
高
い
生
産
・
雇
用
管
理
・

販
売
・
流
通
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

が
求
め
ら
れ
る
。

・
農
業
に
お
い
て
も
、
市
場
や
顧
客
ニ

ー
ズ
を
元
に
、
契
約
栽
培
等
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
の
体
制
を
築
き
、
商
流
の
諸

機
能
が
相
互
に
連
携
し
、
川
上
か
ら
川

下
ま
で
網
羅
す
る
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
農

業
が
生
産
性
向
上
の
鍵
と
な
る
。

・
農
産
物
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
生
産

を
行
う
に
は
、
食
品
製
造
業
・
外
食
企

業
・
流
通
企
業
等
の
意
図
を
反
映
す
る

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
重
要
で
あ

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
農
業
と
他
産
業

が
も
っ
と
深
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
ま
と
め
る
チ
ェ
ー

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
存
在
も
不
可
欠
で

あ
り
、
仕
組
み
づ
く
り
に
留
ま
ら
ず
、

企
業
の
参
入
促
進
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
、
新
技
術
の
開
発
と
い
っ
た

様
々
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

講
演
二
「
農
業
に
お
け
る
気
象
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
開
に
つ
い
て
」

・
温
暖
化
の
影
響
も
顕
在
化
し
、
高
温

に
よ
り
減
収
や
品
質
低
下
が
発
生
し
て

お
り
、
適
応
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
農

業
に
お
い
て
、
気
象
デ
ー
タ
等
を
も
と

に
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

・
ま
た
、
任
意
地
点
に
お
け
る
気
象
予

測
や
ア
メ
ダ
ス
で
の
計
測
外
の
要
素
等
、

従
来
の
気
象
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
で
は
対

応
で
き
な
い
需
要
が
農
業
分
野
で
増
大

し
て
い
る
。

・
農
研
機
構
で
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら

現
在
の
一
年
先
ま
で
の
日
別
農
業
気
象

デ
ー
タ
を
全
国
の
任
意
地
点
に
お
い
て

1
㎞
の
メ
ッ
シ
ュ
で
自
由
に
取
り
出
し

て
利
用
で
き
る
「
メ
ッ
シ
ュ
農
業
気
象

デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
外
部

に
も
提
供
し
て
い
る
。

過
去
か
ら
将
来
ま
で
の
期
間
を
カ
バ

ー
す
る
の
で
、
農
業
気
象
災
害
の
リ
ス

ク
評
価
だ
け
で
な
く
、
作
物
の
生
育
予

測
に
も
利
用
で
き
、
事
前
の
出
荷
量
の

予
測
に
よ
り
、
合
理
的
な
交
渉
も
可
能

に
な
る
。

・
最
近
で
は
、
農
業
の
大
規
模
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
作
物
・
品
種
・
作

型
の
組
み
合
わ
せ
も
複
雑
化
し
て
い
る
。

講
演
三
「
埼
玉
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
策
」

・
埼
玉
県
で
は
、
利
根
川
・
荒
川
等
の

「
水
の
利
」、
首
都
圏
の
中
の
産
地
と

い
う「
地
の
利
」を
生
か
し
、
米
・
麦
・

野
菜
・
花
き
・
畜
産
等
多
彩
な
農
産
物

を
生
産
し
て
い
る
。

さ
と
い
も
、
こ
ま
つ
な
、
ゆ
り
（
切

り
花
）、
パ
ン
ジ
ー
を
は
じ
め
、
多
く

の
農
産
物
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

る
。

・
本
県
の
農
業
産
出
額
を
全
国
と
比
較

す
る
と
、
野
菜
が
多
く
、
畜
産
が
少
な

い
傾
向
が
あ
る
。
農
業
就
業
人
口
は
、

年
々
減
少
し
て
約
五
万
八
千
人
で
、
全

国
第
十
二
位
で
あ
る
。
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
う
ち
、
約
六
七
％
が
六
五
歳
以

上
と
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

・
本
県
の
農
林
水
産
業
の
県
内
総
生
産

に
占
め
る
割
合
は
、
約
0
・
6
％
（
総

生
産
額
約
一
一
五
七
億
円
）
で
あ
る
。

一
方
で
、
食
品
産
業
は
伸
び
て
お
り
、

食
料
品
製
造
出
荷
額
は
約
一
兆
五
千
億

円
と
、
全
国
二
位
で
あ
る
。

・
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新

鮮
・
安
心
な
県
産
農
産
物
を
求
め
る
県

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
消
費
者
や

生
産
者
、
流
通
・
加
工
業
者
等
と
行
政

平
成
二
九
年
度

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会農業ビジネス研究会

講演を行う
畑 克利氏

講演を行う
中川 博視氏

講演を行う
大泉 一貫氏
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平
成
二
九
年
度

第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

平
成
二
九
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

『
宇
宙
生
命
は
存
在
す
る
か
？
―
天
文
学
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
―
』
と
題
し
、
自
然
科
学
研
究
機
構
国
立

天
文
台
副
台
長
・
教
授

渡
部

潤
一
氏
が
講
演

が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。

・
ま
た
、
埼
玉
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成
長
を
見
据
え

た
輸
出
サ
ポ
ー
ト
等
多
角
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

企
業
不
祥
事
が
連
続
し
て
発
生
し
、

マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す
。
企
業

不
祥
事
が
発
生
し
た
場
合
、
ト
ッ
プ
・

役
員
等
が
記
者
会
見
を
し
て
、
不
祥
事

の
内
容
、
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
企
業
広
報
の
あ
り
方

次
第
で
は
、
会
社
に
対
す
る
信
用
・
信

頼
を
さ
ら
に
大
き
く
失
墜
す
る
ケ
ー
ス

も
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
十
年
六
月
か
ら
、
刑
事
事

件
に
お
い
て
日
本
版
司
法
取
引
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
本
制
度
は
、
組
織
犯
罪
の

ほ
か
、
企
業
犯
罪
に
お
け
る
ト
ッ
プ
な

い
し
経
営
陣
の
関
与
を
解
明
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
今
後
企
業
経
営
全

般
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
代
表
取
締
役
以
下
役
員
や

監
査
役
は
、
司
法
取
引
（
捜
査
）
の
対

象
と
な
り
得
ま
す
し
、
時
に
会
社
と
し

て
高
度
な
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
月
二

八
日
㈬
の
平
成
二
九
年
度
第
二
回
企
業

戦
略
研
究
会
で
は
、
元
検
事
で
現
在
の

ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

熊

田

彰
英
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

講
演
一
と
し
て
『
企
業
の
危
機
管
理
広

報
の
ポ
イ
ン
ト
〜
事
例
を
踏
ま
え
て
』、

さ
ら
に
講
演
二
と
し
て
、『
日
本
版
司

法
取
引
が
企
業
法
務
に
及
ぼ
す
影
響
』

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
て
二
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
）

講
演
一
「
企
業
の
危
機
管
理
広
報
の
ポ

イ
ン
ト
〜
事
例
を
踏
ま
え
て
」

・
年
々
、
企
業
に
対
す
る
消
費
者
や
国

内
外
の
当
局
、
マ
ス
コ
ミ
の
目
は
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
法
令
違
反
に
限
ら
ず

と
も
企
業
の
社
会
的
責
任
か
ら
、
情
報

提
供
や
説
明
責
任
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
危
機
管
理
広
報
は
、
会
見
を
通
し
て

企
業
の
姿
勢
や
経
営
陣
の
考
え
が
透
け

て
見
え
、
企
業
の
危
機
管
理
体
制
や
役

職
員
の
対
応
能
力
が
試
さ
れ
る
場
と
な

り
、
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

・
ま
た
、
個
人
の
不
祥
事
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
企
業
は
関
係
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
経
営
責

任
の
問
題
に
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
、

慎
重
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
危
機
管
理
広
報
に
お
い
て
は
、
情
報

の
隔
離
や
隠
蔽
、
利
害
関
係
、
広
報
目

的
や
影
響
等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
特
に
、
企
業
ト
ッ
プ
の
影
響
力
は
大

き
く
、
ト
ッ
プ
の
認
識
・
承
諾
・
法
的

責
任
に
焦
点
が
当
た
り
や
す
い
。
会
見

内
容
は
操
作
当
局
も
関
心
を
持
っ
て
お

り
、
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
も
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
。

講
演
二
「
日
本
版
司
法
取
引
が
企
業
法

務
に
及
ぼ
す
影
響
」

・
日
本
版
司
法
取
引
制
度
は
、
組
織
犯

罪
・
企
業
犯
罪
に
お
け
る
上
位
者
・
背

後
者
の
関
与
を
含
む
全
容
の
解
明
を
目

的
と
し
て
い
る
。

特
定
犯
罪
に
係
る
事
件
の
被
疑
者
又
は

被
告
人
が
取
引
の
当
事
者
と
な
り
、
特

定
犯
罪
に
係
る
他
人
の
刑
事
事
件
を
対

象
と
す
る
。

ま
た
、
両
罰
規
定
に
よ
り
、
企
業
も

当
事
者
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

・
取
引
内
容
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り

挙
げ
ら
れ
る
。

①
不
起
訴

②
公
訴
取
消
し

③
訴
因
・
罰
条
の
限
定
・
変
更

④
求
刑
の
配
慮

⑤
即
時
裁
判
、
略
式
命
令
に
よ
る
処

理
（
処
罰
）

①
〜
③
は
検
察
の
裁
量
が
あ
る
が
、

④
⑤
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
結
果
が
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
。

・
司
法
取
引
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

企
業
が
事
件
を
自
ら
解
明
し
よ
う
と
い

う
自
浄
作
用
や
刑
事
処
分
を
回
避
す
る

と
い
う
リ
ス
ク
管
理
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
利
用
の
決
定
に
お
い

て
は
、
高
度
な
経
営
判
断
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

・
司
法
取
引
に
お
け
る
協
議
は
、
当
然

信
用
性
の
吟
味
を
始
め
と
し
て
、
高
い

専
門
性
が
求
め
ら
れ
、
刑
事
事
件
に
精

通
し
た
弁
護
士
へ
の
依
頼
体
制
の
準
備

が
必
要
で
あ
る
。

三
月
一
日
㈭
、
も
の
つ
く
り
大
学
と

本
会
が
共
催
し
、
埼
玉
県
、
埼
玉
県
教

育
委
員
会
後
援
の
「
平
成
二
九
年
度
も

の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
」
が
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
、
一
一

七
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
十
四
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
も
の
つ
く

り
大
学

長
谷
川

真
一
理
事
長
と
、

本
会

上
條

正
仁
会
長
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、「
宇
宙
生
命
は
存
在

す
る
か
？
―
天
文
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
―
」
と
題
し
て
、
自
然
科
学
研
究
機

構
国
立
天
文
台
副
台
長
・
教
授

渡
部

潤
一
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
ア
イ
ソ

ン
彗
星
の
消
滅
か
ら
も
わ
か
る
、
天
文

学
に
お
け
る
予
測
の
難
し
さ
を
皮
切
り

に
、
地
球
以
外
に
生
命
は
果
た
し
て
存

在
す
る
の
か
？
そ
し
て
知
的
生
命
、
宇

宙
人
は
い
る
の
か
？
と
い
っ
た
科
学
者

の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人
も
興
味
の
あ

る
こ
の
問
い
に
、
天
文
学
か
ら
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
ど
こ
ま

で
解
明
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
し
て
い

第2回企業戦略研究会 講演を行う
熊田 彰英氏
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平
成
二
九
年
度
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
基
調
講
演

『
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
考
え
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
と
は
』、

『
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
2
0
1
8
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
入
賞
企
業

等
の
事
例
発
表
』―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

た
だ
き
ま
し
た
。

生
命
の
材
料
の
生
ま
れ
や
、
地
球
以

外
の
水
の
惑
星
の
存
在
、
さ
ら
に
は
生

命
が
存
在
し
た
場
合
、
進
化
や
文
明
の

有
無
と
い
っ
た
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く

も
、
大
変
興
味
深
い
話
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
幅

広
い
質
問
が
出
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

一
�
生
命
の
材
料
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た

の
か
？

・
生
命
を
構
成
す
る
有
機
物
を
作
る
元

素
（
窒
素
、
炭
素
、
酸
素
等
）
は
太
陽

の
よ
う
な
恒
星
の
中
で
合
成
さ
れ
て
い

る
。
核
融
合
反
応
を
起
こ
し
て
光
り
輝

き
、
水
素
が
ヘ
リ
ウ
ム
や
炭
素
、
窒
素
、

酸
素
と
い
っ
た
元
素
に
変
わ
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

そ
の
後
超
新
星
爆
発
や
惑
星
状
星
雲

と
し
て
、
宇
宙
に
ば
ら
ま
か
れ
て
、
惑

星
や
生
命
の
元
に
な
る
材
料
と
な
り
、

生
命
に
必
要
な
水
も
生
ま
れ
て
く
る
。

・
こ
の
よ
う
に
星
の
か
け
ら
を
集
め
て
、

四
六
億
年
前
に
私
た
ち
の
太
陽
系
も
誕

生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

二
�
地
球
の
よ
う
な
水
の
惑
星
は
あ
る

の
か
？

理
論
上
、
宇
宙
に
水
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
液
体
と
し
て
存
在
を
残
す
の
は

難
し
く
、
ほ
う
き
星
（
彗
星
）
も
氷
の

塊
で
あ
る
。

・
太
陽
系
に
お
い
て
も
、
地
球
よ
り
内

側
の
金
星
は
四
七
〇
度
と
暑
す
ぎ
、
外

側
の
火
星
は
マ
イ
ナ
ス
五
五
度
と
寒
す

ぎ
で
あ
り
、
地
球
は
ま
さ
に
ハ
ビ
タ
ブ

ル
・
ゾ
ー
ン
（
恒
星
か
ら
の
距
離
が
適

切
で
表
面
に
水
が
存
在
す
る
適
温
環

境
）
に
位
置
し
て
い
る
。

・
約
二
十
光
年
（
一
光
年
�
光
が
一
年

間
に
進
む
距
離
の
こ
と
で
、
㎞
に
換
算

す
る
と
約
九
兆
五
千
億
㎞
）
の
距
離
で

は
あ
る
が
、
ハ
ビ
タ
ブ
ル
・
ゾ
ー
ン
に

地
球
型
の
惑
星
も
見
つ
か
り
始
め
て
い

る
。

三
�
水
が
あ
れ
ば
、
生
命
は
必
ず
発
生

す
る
か
？

・
地
球
の
場
合
、
八
億
年
ほ
ど
で
最
初

の
生
命
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

生
命
発
生
の
謎
を
解
明
す
る
に
は
、

第
二
の
地
球
の
上
で
調
査
を
す
れ
ば
わ

か
っ
て
く
る
た
め
、
現
在
、
候
補
の
惑

星
に
生
命
の
兆
候
を
探
そ
う
と
い
う
試

み
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

・
昨
年
か
ら
建
設
を
開
始
し
た
口
径
三

十
ｍ
の
超
大
型
望
遠
鏡
（
Ｔ
Ｍ
Ｔ
）
は
、

こ
の
生
命
の
兆
候
を
見
つ
け
、
宇
宙
生

命
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
望
遠
鏡
の
建
設
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
部
分
で
日
本
技
術
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

四
�
生
命
は
進
化
し
て
、
必
ず
文
明
を

持
つ
の
か
？

・
生
命
が
発
生
し
て
進
化
を
経
れ
ば
、

い
ず
れ
知
性
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
問

い
が
出
て
く
る
が
、
答
え
は
全
く
の
未

知
数
で
あ
る
。

・
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
住
む
銀
河
系

の
中
で
だ
け
で
も
、
恒
星
の
数
は
一
千

億
以
上
あ
り
、
ど
こ
か
に
同
じ
よ
う
に

宇
宙
を
理
解
す
る
知
的
生
命
が
い
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。

・
私
た
ち
は
、「
宇
宙
に
お
け
る
人
類
」

と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
、

や
っ
と
他
者
の
存
在
を
理
解
し
、
宇
宙

の
中
心
で
な
い
こ
と
を
理
解
し
始
め
た

段
階
で
あ
る
。

・
天
文
学
者
は
楽
観
論
に
立
っ
て
、
現

在
も
野
心
的
に
知
的
生
命
探
査
を
進
め

て
、
地
球
外
文
明
に
向
け
て
電
波
を
送

る
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。

・
し
ば
し
ば
日
食
や
月
食
と
い
っ
た
天

文
現
象
が
起
こ
る
が
、
肉
眼
で
見
え
る

天
文
シ
ョ
ー
は
、
星
空
を
見
上
げ
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
。
最
も
広
大
な
時
空

間
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
星
空

の
ど
こ
か
に
宇
宙
人
が
い
る
と
思
い
を

馳
せ
て
も
ら
い
た
い
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
人
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
で
、
厳
し
い

情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社

の
成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
昨
今
話

題
に
な
っ
て
い
る
働
き
方
改
革
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
従
業
員
の
「
働
き
が

い
」
を
高
め
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
三

月
五
日
㈪
平
成
二
九
年
度
第
二
回
人
事

労
務
委
員
会
を
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
し
、
二
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ（Great

Place

ものつくり大学特別公開講座 講演を行う
渡部 潤一氏

講演を行う
小林 順子氏

講演を行う
渡久地 美理氏

講演を行う
古橋 哲朗氏 第2回人事労務委員会
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平
成
二
九
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
』〜
が
ん

等
の
病
気
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
〜

主
催
�
埼
玉
県
地
域
両
立
支
援
推
進
チ
ー
ム

to
W
orkⓇ

Institute
Japan

）
シ

ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

小
林

順
子

氏
よ
り
、
基
調
講
演
と
し
て
、「
Ｇ
Ｐ

Ｔ
Ｗ
が
考
え
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社

と
は
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
八
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け

る
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
ラ
ン
キ

ン
グ
の
ベ
ス
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
賞
を
受
賞

し
た
、
ソ
ー
ス
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社

総
務
人
事
グ
ル
ー
プ

執
行
役
員

渡

久
地

美
理
氏
と
株
式
会
社
わ
ら
わ
ら

執
行
役
員

Ｃ
Ｏ
Ｏ

古
橋

哲
朗
氏

よ
り
、
企
業
理
念
や
人
事
制
度
、
企
業

文
化
等
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
ラ
ン
キ
ン

グ
」
と
は
、
世
界
五
十
カ
国
以
上
で
展

開
し
て
い
る
世
界
最
大
級
の
意
識
調
査

機
関
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
発
表
す
る
も
の
で
、

従
業
員
へ
の
意
識
調
査
を
基
に
選
出
さ

れ
、
選
出
企
業
は
優
良
企
業
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
委
員
会
終
了
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
と
し
て
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
株
式
会
社
温
泉
道
場
（
と
き
が
わ

町
）、
株
式
会
社
タ
ウ
（
さ
い
た
ま
市
）、

株
式
会
社
わ
ら
わ
ら
（
ふ
じ
み
野
市
）、

が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
後
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
二
月
に
、
厚
生
労
働
省

か
ら
、
病
気
を
抱
え
る
方
の
治
療
と
職

業
生
活
の
両
立
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
が
ん
や
脳
卒

中
等
の
疾
病
を
抱
え
る
従
業
員
に
対
し

て
、
適
切
な
就
業
上
の
措
置
や
治
療
に

対
す
る
配
慮
を
行
い
、
治
療
と
仕
事
が

両
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
職
場

に
お
け
る
取
組
等
を
ま
と
め
た
も
の
に

な
り
ま
す
。

事
業
者
に
よ
る
両
立
支
援
の
取
組
み

と
し
て
、
治
療
が
必
要
な
疾
病
を
抱
え

る
労
働
者
が
、
業
務
に
よ
っ
て
疾
病
が

増
悪
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
の
た
め
に
必
要
と
な

る
一
定
の
就
業
上
の
措
置
や
治
療
に
対

す
る
配
慮
を
行
う
こ
と
は
、
労
働
者
の

健
康
確
保
対
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
の
健
康
管
理
と
い
う

位
置
付
け
と
と
も
に
、
人
材
資
源
の
喪

失
防
止
、
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
、
健
康
経
営
や
社
会
的
責
任
と

い
っ
た
意
義
も
含
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
平
成

二
九
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、

埼
玉
県
地
域
両
立
支
援
推
進
チ
ー
ム
の

主
催
で
、
各
方
面
で
両
立
支
援
に
携
わ

る
方
々
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
三

月
十
二
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
百
九
十
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
本
テ
ー
マ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

現
状
、
が
ん
は
身
近
な
病
気
と
な
っ

て
お
り
、
長
く
付
き
合
う
慢
性
病
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
両
立
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
概
要
を
始
め
と
し
て
、
病
気
治
療
と

就
労
と
の
両
立
の
事
例
発
表
や
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
大
宮
に
お
け
る
長
期
療
養
者

の
就
職
支
援
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

続
い
て
、
職
場
に
お
け
る
、
治
療
と

仕
事
の
両
立
支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

職
場
復
帰
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
配
置
転

換
等
具
体
的
事
例
を
も
と
に
説
明
し
て

「埼玉県における働きがいのある会社」として3社を表彰
左から、㈱温泉道場、㈱わらわら、㈱タウ表彰式後に交流会も行われた

第4回特別セミナー

講演を行う
岡村 佳子氏

講演を行う
近藤 明美氏

講演を行う
深井 好子氏

講演を行う
富樫 英樹氏

講演を行う
豊島 絵理子氏

講演を行う
北村 文彦氏
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平
成
二
九
年
度
第
五
回
特
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｍ
＆
Ａ
の
有
効
活
用
〜
』の

テ
ー
マ
で
開
催

平
成
二
九
年
度
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

す
ぐ
に
実
践
で
き
る
通
信
環
境
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〜
『
通
信
環
境
に
潜
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
と
そ

の
具
体
的
対
策
方
法
』
〜

い
た
だ
き
ま
し
た
。

柔
軟
な
勤
務
体
系
や
休
暇
・
休
業
制

度
も
大
切
で
あ
る
が
、
本
人
を
含
む
関

係
者（
事
業
所
、
産
業
医
、
主
治
医
等
）

が
両
立
に
向
け
て
、
適
切
な
知
識
や
情

報
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
お
互

い
の
認
識
合
わ
せ
が
大
切
で
あ
る
と
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

一
�
『
両
立
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概

要
』

（
説
明
者
）
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課

富
樫

英
樹
氏

二
�
『
埼
玉
労
働
局
に
お
け
る
病
気
治

療
と
就
労
の
両
立
に
関
わ
る
相
談
事

例
』

（
説
明
者
）
さ
い
た
ま
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー

総
合
労
働
相
談
員

豊

島

絵
理
子
氏

三
�
『
長
期
療
養
者
就
職
支
援
事
業
の

概
要
』

（
説
明
者
）
大
宮
公
共
職
業
安
定
所

就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

岡
村

佳
子

氏

四
�
講
演
『
が
ん
等
の
治
療
と
就
労
の

両
立
支
援
〜
就
労
継
続
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
」

（
講
師
）
埼
玉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
両
立
支
援
促
進
員

社
会
保

険
労
務
士

近
藤

明
美
氏

五
�
講
演
『
治
療
と
就
労
の
両
立
支
援

職
場
で
の
取
り
組
み
』

（
講
師
）
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
ら

い

看
護
担
当
主
任

深
井

好
子

氏
六
�
講
演
『
働
く
人
が
病
気
に
な
っ
た

ら
』

（
講
師
）
埼
玉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員

順
天
堂

大
学
医
学
部
衛
生
学
講
座

准
教
授

北
村

文
彦
氏

最
近
の
日
本
企
業
の
経
営
戦
略
の
中

で
Ｍ
＆
Ａ
の
活
用
は
す
っ
か
り
定
着
し

て
お
り
、
事
業
領
域
の
拡
大
や
海
外
進

出
を
図
る
手
段
、
あ
る
い
は
業
界
再
編

の
手
段
と
し
て
日
々
の
新
聞
紙
面
上
に

お
い
て
も
連
日
の
よ
う
に
報
道
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

未
上
場
企
業
に
お
い
て
も
、
相
対
的

に
日
本
経
済
の
成
長
が
鈍
化
す
る
中
、

持
続
的
成
長
の
た
め
に
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用

す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
活
用
事
例

も
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
背
景
と

し
て
は
、
企
業
財
務
体
質
の
改
善
、
人

材
や
技
術
の
補
完
、
経
営
ス
ピ
ー
ド
の

加
速
等
様
々
で
す
が
、
一
方
で
、
高
齢

化
を
迎
え
る
経
営
者
一
族
の
事
業
承
継

問
題
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
承
継
等
で
悩
ん
で
い
る
企
業
が
、

経
営
の
先
行
き
や
社
員
の
雇
用
維
持
を

考
え
て
、
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ
事
業
引
き
継

ぐ
動
き
も
多
く
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
経
営
者
の
皆
様

に
今
後
の
自
社
の
成
長
を
図
る
観
点
あ

る
い
は
事
業
承
継
の
問
題
解
決
を
図
る

観
点
か
ら
、
Ｍ
＆
Ａ
の
有
効
活
用
方
法

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

三
月
十
四
日
㈬
に
野
村
證
券
と
本
会
の

共
催
で
「
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜
Ｍ
＆

Ａ
の
有
効
活
用
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
一
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
「
Ｍ
＆
Ａ
積
極
活
用
に

よ
る
成
長
戦
略
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ウ
エ
ル
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役
会
長

池
野

隆

光
氏
を
お
招
き
し
、
講
演
二
で
は
、「
中

堅
企
業
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
活
用
術
〜
成

長
と
事
業
承
継
」
と
題
し
て
、
野
村
証

券
株
式
会
社
法
人
開
発
部
次
長

石
野

猛
士
氏
を
お
迎
え
し
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
実
施
し
、

七
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
一
で
は
、
同
じ
理
念
を
持
つ
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
終
結
し
て
、
一
定
の

規
模
感
で
地
域
を
支
え
る
新
し
い
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
の
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な

さ
っ
て
い
る
池
野
氏
か
ら
、
同
社
の
沿

革
や
Ｍ
＆
Ａ
を
行
う
際
に
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
、
企
業
を
見
る
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
し
な
が
ら
、
融
和
し
、

成
長
を
目
指
し
て
い
く
と
と
も
に
、
従

業
員
満
足
を
高
め
て
、
さ
ら
に
は
企
業

価
値
を
従
業
員
に
ど
う
分
配
す
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
二
で
は
、
倒
産
よ
り
も
圧
倒
的

に
多
い
休
廃
業
や
解
散
の
現
状
を
増
え

て
、
事
業
承
継
に
お
け
る
検
討
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
承
継
は
、
税
務
・
法
務
の
手
段

の
面
に
話
が
偏
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本

来
一
番
大
事
な
論
点
で
あ
る
「
最
終
的

に
ど
う
し
た
い
の
か
」
と
い
う
目
的
に

つ
い
て
抜
け
落
ち
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

何
ら
か
の
事
情
で
所
有
と
経
営
が
分

離
す
る
場
合
は
、
株
主
の
権
利
等
を
整

理
し
、
事
業
承
継
後
の
姿
を
検
討
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

上
場
企
業
の
買
い
ニ
ー
ズ
も
旺
盛
で

あ
り
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
は

急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
買
い
手
と
売
り
手
の
そ

れ
ぞ
れ
の
留
意
点
や
、
事
業
承
継
に
は

時
間
的
に
余
裕
を
持
っ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
企
業
・
組
織
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ

活
用
の
範
囲
は
飛
躍
的
且
つ
革
新
的
に

講演を行う
池野 隆光氏

講演を行う
石野 猛士氏第5回特別セミナー
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平
成
二
九
年
度

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

伸
び
、
今
で
は
経
営
戦
略
に
欠
か
せ
な

い
要
素
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
機
密
情

報
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
日
々

高
度
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
、
常
に
情

報
漏
洩
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク

に
対
し
て
、
企
業
と
し
て
迅
速
・
確
実

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
存
在
し
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
対
策
方
法
が
あ
り
、

対
策
を
ど
こ
ま
で
講
じ
れ
ば
よ
い
の
か

お
悩
み
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
三

月
十
五
日
㈭
の
平
成
二
九
年
度
第
六
回

特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と

本
会
の
共
催
で
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
四

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
第
一
部
基
調
講
演
「
事
例

か
ら
み
る
通
信
環
境
に
お
け
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
と
そ
の
具
体
的
対
策
方

法
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
ブ
ロ
ー
ド

テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

大
屋

一
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
第
二
部
で

は
、「
簡
単
に
構
築
で
き
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
が
提
供
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
商

品
」
と
題
し
て
、
東
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社

埼
玉
事
業
部

ビ
ジ
ネ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部

市
村

光
広
氏
と

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
株
式
会
社

東
日

本
営
業
本
部

首
都
圏
パ
ー
ト
ナ
ー
第

3
営
業
グ
ル
ー
プ

柳

琪
氏
を
お
迎

え
し
、
二
部
構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
で
は
過
去
発
生
し
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
を
参
考
に
、
通
信

環
境
に
潜
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の

発
生
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
対
策
方
法
を
、

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
、
不
正
ア
ク
セ
ス
、

な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
等
具
体
的
な
企
業

の
被
害
事
例
を
も
と
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
今
や
事
業
に
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ

デ
ン
ト
発
生
後
は
、
事
業
の
復
旧
業
務

に
と
ど
ま
ら
ず
、
利
害
関
係
者
の
信
頼

喪
失
へ
の
対
応
等
、
損
失
が
大
き
く
、

事
業
継
続
を
あ
き
ら
め
る
事
例
も
あ
り

ま
す
。

被
害
事
例
を
み
て
も
、
会
社
の
規
模

は
関
係
な
く
、
法
的
責
任
を
含
め
て
、

対
応
の
担
い
手
は
経
営
者
が
中
心
と
な

り
、
事
業
を
行
う
上
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
は
必
須
で
あ
る
と
再
度
認
識
し

ま
し
た
。

第
二
部
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

提
供
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
商
品
に
つ
い

て
、
実
機
を
用
い
て
解
説
い
た
だ
き
、

多
層
防
御
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

三
月
十
六
日
㈮
の
平
成
二
九
年
度
埼

玉
大
学
特
別
公
開
講
座
は
、
講
演
会
と

説
明
会
の
二
部
構
成
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
科

准
教
授

水
村

典
弘
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
社

会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て

〜
不
祥
事
例
を
踏
ま
え
あ
る
べ
き
経
営

倫
理
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
て
、

第
二
部
は
、
企
業
の
方
々
に
最
先
端
の

研
究
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業

の
製
品
開
発
・
研
究
開
発
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
埼
玉
大
学
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ

ン
タ
ー
長

理
工
学
研
究
科
物
質
科
学

部
門

教
授

松
岡

浩
司
氏
を
お
迎

え
し
、「
埼
玉
大
学
開
放
特
許
説
明
会
」

と
し
て
開
催
し
、
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部
「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業

を
目
指
し
て
〜
不
祥
事
例
を
踏
ま
え
あ

る
べ
き
経
営
倫
理
に
つ
い
て
考
え
る
」

・
社
内
、
職
場
不
正
の
原
因
を
分
析
し

て
み
る
と
、
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
全
や
組
織
風
土
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
研
究

か
ら
、
時
間
と
と
も
に
形
骸
化
し
た
ル

ー
ル
や
本
社
と
の
物
理
的
な
距
離
感
な

ど
も
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

・
上
司
の
九
割
は
、
部
下
の
成
長
に
無

関
心
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
が
、
誰
か

に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
緊
張
感
は
不

正
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
。

・
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
制
度

化
し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、

法
令
等
の
法
規
範
の
み
な
ら
ず
、
業
界

自
主
ル
ー
ル
や
社
内
ル
ー
ル
の
遵
守
ま

で
、
範
囲
は
広
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

・
事
業
を
行
う
上
で
、
多
く
の
ル
ー
ル

（
規
範
）
が
現
場
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
状

態
に
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
無
資
格
検
査
の
事

例
か
ら
も
明
る
み
に
出
た
が
、
社
内
手

第6回特別セミナー 講演を行う柳 琪氏 講演を行う
市村 光広氏

講演を行う
水村 典弘氏

講演を行う
松岡 浩司氏

埼玉大学特別公開講座

講演を行う
大屋 一氏
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人
事
制
度
設
計
セ
ミ
ナ
ー

「�
脱
年
功
給
�
職
務
・
仕
事
基
準
の
人
事
制
度
設
計

セ
ミ
ナ
ー
〜
仕
事
価
値
に
よ
る
職
務
・
役
割
等
級
・

職
能
資
格
制
度
の
設
計
方
法
」
の
テ
ー
マ
で
開
催

続
き
・
ル
ー
ル
の
形
骸
化
や
裏
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
存
在
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
実
践
で
き
る
レ

ベ
ル
に
ま
で
内
容
を
落
と
し
込
み
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

・
欧
米
・
国
内
上
場
会
社
で
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
）
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
受
け
て

い
て
も
、
日
々
の
仕
事
や
生
活
に
追
わ

れ
る
中
で
、
倫
理
観
や
不
正
防
止
へ
の

ア
ン
テ
ナ
が
鈍
る
こ
と
も
あ
る
。
意
図

せ
ぬ
不
正
に
走
っ
て
し
ま
う
心
理
現
象

や
心
理
プ
ロ
セ
ス
を
把
握
し
、
管
理
層

や
職
場
単
位
で
手
を
打
ち
、
不
正
を
働

き
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

第
二
部
「
埼
玉
大
学
開
放
特
許
説
明

会
」

・
埼
玉
大
学
の
概
要
や
産
学
官
連
携
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

開
放
し
て
い
る
埼
玉
大
学
の
シ
ー
ズ

（
開
放
特
許
）
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

い
た
。

①
「
乾
燥
、
感
冷
等
の
環
境
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
植
物
の
耐
性
を
強
化
さ
せ

る
方
法
」
森
安

裕
二
教
授

②
「
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
先
導
す

る
先
導
ロ
ボ
ッ
ト
」
小
林

貴
訓
准

教
授

③
「
低
温
域
で
優
れ
た
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
性

能
を
示
す
α‐

ナ
ト
リ
ウ
ム
フ
ェ
ラ

イ
ト
系
材
料
」
柳
瀬

郁
夫
准
教
授

④
「
水
溶
性
に
優
れ
癌
治
療
等
に
有
効

な
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
誘
導
体
」
松
岡

浩
司
教
授

⑤
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
等
の

ウ
イ
ル
ス
及
び
微
生
物
を
検
出
可
能

な
蛍
光
増
感
型
物
質
を
含
む
試
薬
及

び
キ
ッ
ト
」
幡
野

健
准
教
授

⑥
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
酵
素
免
疫
測
定
法

に
お
い
て
、
優
れ
た
検
出
感
度
を
示

す
抗
体
―
多
糖
結
合
体
」
松
下

隆

彦
助
教

⑦
「
高
温
・
低
温
環
境
に
適
用
可
能
な

簡
易
構
造
の
超
音
波
ポ
ン
プ
」
高
崎

正
也
教
授

⑧
「
ミ
ッ
ド
カ
イ
ン
に
特
異
的
に
結
合

す
る
ペ
プ
チ
ド
ア
プ
タ
マ
ー
」
松
岡

浩
司
教
授

⑨
「
浮
上
中
の
浮
上
体
に
大
電
力
の
非

接
触
給
電
が
可
能
な
磁
気
浮
上
装

置
」
水
野

毅
教
授

⑩
「
軟
質
材
料
の
硬
度
測
定
や
果
実
の

熟
度
判
定
等
の
非
破
壊
検
査
が
可
能

な
デ
ュ
ア
ル
エ
レ
ク
ト
レ
ッ
ト
セ
ン

サ
」
蔭
山

健
介
教
授

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
若

年
労
働
者
が
減
少
し
て
い
く
中
、
企
業

と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
年
功
序
列
的
な
人

事
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
労
働

力
人
口
が
減
少
す
る
中
、
女
性
や
若
者
、

高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
を

積
極
的
に
活
用
し
、
活
躍
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
な
経
営
戦
略
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
年
功

的
な
人
事
制
度
の
見
直
し
は
不
可
欠
で

あ
り
、
よ
り
公
平
・
公
正
で
納
得
性
の

高
い
人
事
制
度
に
転
換
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
三
月
十

九
日
㈪
の
人
事
制
度
設
計
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「『
脱
年
功
給
』職
務
・

仕
事
基
準
の
人
事
制
度
設
計
セ
ミ
ナ

ー
」
と
題
し
て
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
田
氏
か
ら
は
、
本
気
で
年
功
を
脱

す
る
職
務
等
級
制
度
、
役
割
等
級
制
度
、

職
能
資
格
制
度
の
設
計
方
法
等
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

・
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、
若
者
が
少

な
く
、
勤
続
年
数
の
長
い
労
働
者
が
い

る
状
況
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
功
型
賃

金
で
は
、
人
材
定
着
の
面
か
ら
も
危
う

く
な
っ
て
き
き
て
い
る
。

・
世
代
間
、
仕
事
間
、
個
人
間
に
お
け

る
賃
金
格
差
へ
の
不
満
の
声
が
あ
り
、

仕
事
、
役
割
、
貢
献
度
に
応
じ
た
公
平

な
処
遇
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
年
齢
や
勤
続
基
軸
で
は
な
く
、
各
社

員
が
そ
の
時
々
の
貢
献
度
�
付
加
価
値

（
仕
事
と
成
果
）
に
応
じ
て
賃
金
が
支

払
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
仕
事
基
準
に
よ
る
人
事
制
度

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。

・
人
事
制
度
と
し
て
は
、
①
職
務
（
職

位
）
等
級
制
度
②
�
発
揮
能
力
�
に
基

づ
く
職
能
資
格
制
度
�
「
仕
事
」（
課

業
）
基
準
の
職
能
資
格
制
度
③
役
割
等

級
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
日
本
の
企
業
の
七
割
近
く
が
②
の
職

能
資
格
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
職

能
資
格
基
準
は
、
抽
象
的
で
わ
か
り
に

く
い
表
現
の
場
合
も
多
く
、
本
来
は
、

従
業
員
各
人
に
配
分
さ
れ
て
い
る
「
課

業
（
仕
事
）」
そ
の
も
の
が
基
準
で
あ

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
り
、
客
観
性
や

納
得
性
も
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

・
賃
金
体
系
に
つ
い
て
も
、
営
業
職
、

研
究
者
、
事
務
員
、
技
能
職
、
総
合
職

…
と
こ
れ
ま
で
同
じ
賃
金
体
系
で
運
用

に
よ
っ
て
差
を
つ
け
て
き
た
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
職
務
の
内
容
に
よ
っ
て
成
果

の
表
れ
方
が
違
う
た
め
、
一
律
型
賃
金

体
系
か
ら
多
律
型
賃
金
体
系
へ
転
換
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
こ
の
場
合
、
定
め
ら
れ
た
手
順
や
方

法
に
よ
り
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
「
①
定
型
的
職
務
」
と
、

個
々
人
の
持
つ
課
題
解
決
能
力
・
達
成

能
力
に
よ
り
新
た
な
利
益
を
創
出
す
る

「
②
非
定
型
的
職
務
」
が
あ
る
。

・
日
本
に
お
い
て
は
、
本
給
与
に
お
い

て
、「
職
務
給
（
役
割
給
）」
以
外
の
「
貢

献
給
」
に
お
い
て
、
弾
力
的
な
洗
い
替

え
方
式
を
採
用
し
て
い
る
企
業
は
ま
だ

少
な
い
が
、
給
与
レ
ン
ジ
を
設
け
て
各

レ
ベ
ル
で
積
み
上
げ
方
式
を
採
用
し
て

い
る
企
業
は
最
近
増
加
し
て
い
る
。

講演を行う
平田 武氏人事制度設計セミナー
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成成立立

新新
入入
社社
員員
研研
修修
開開
催催

新
入
社
員
研
修
が
四
月
三
日
、
四
日
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
開
催
れ
、

総
勢
六
七
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
、
古
澤
美
奈
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

グ
ル
ー
プ
討
議
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

等
の
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
研
修
の
目
的
〉

①
学
生
生
活
か
ら
社
会
人
生
活
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
転
換
を
図
る

②
社
会
人
と
し
て
の
行
動
の
あ
り
方
や

仕
事
の
進
め
方
、
職
場
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
を
学
ぶ

③
職
場
で
の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
実
習
を
通
し
て
体
得
す
る

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

①
学
生
か
ら
社
会
人
へ

②
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に

③
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に

④
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

⑤
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

⑥
自
己
啓
発
と
自
己
管
理

応
対
・
マ
ナ
ー
の
基
本
動
作
、
職
場

で
の
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
来
客
応

対
・
訪
問
の
マ
ナ
ー
等
の
習
得
に
向
け

て
、
参
加
者
全
員
が
実
習
や
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
に
熱
心
に
取
組
む
姿
が
多
く

見
ら
れ
る
な
ど
、
新
社
会
人
と
し
て
の

基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈
参
加
者
感
想
〉

・
実
習
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
「
体
験
」
を
通
し

な
が
ら
集
中
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
、
き
ち
ん
と
し

た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

・「
知
っ
て
い
る
こ
と
と
で
き
る
こ
と

は
違
う
」
と
い
う
講
師
の
言
葉
通
り
、

で
き
る
ま
で
繰
り
返
し
て
身
に
つ
け
た

い
。

・
他
社
の
新
入
社
員
の
方
と
一
緒
に
物

事
に
取
組
む
と
い
う
経
験
が
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
。

な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

訪問のマナーを学ぶ

講義をする古澤 美奈子氏 コミュニケーション実習

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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専門は確率や統計の基
礎数理の研究とその応用、
確率的情報処理。展開は
「機械学習技術を利用し
た、データを価値に変え
るためのお手伝い」。デ
ータを活かす方法を一緒
に考えます。

学歴・略歴
大久保 潤
（おおくぼ じゅん）
2007年 東北大学大学院
情報科学研究科 修了
（博士（情報科学）

2007年 東京大学
物性研究所 助教

2010年 京都大学
大学院情報学研究科
講師

2015年 埼玉大学
大学院理工学研究科
准教授
現在に至る。

人工知能や深層学習というキーワ
ードが、テレビや新聞、ネットなど各種メディアに溢
れるようになりました。とにかく大量のデータと高性
能マシンを使って機械に学習させる、それですごいこ
とができる、というイメージがあるかもしれません。
しかし、実際には機械が勝手に学習してくれるわけ

ではなくて、手取り足取り、という感じで人間がサポ
ートしてあげる必要があります。ゼロからの学びは人
間でも難しいことですよね。これらのデータはこうい
う性質のもの、とわかっていれば、その知識を使うこ
とで、それほどたくさんのデータがなくても機械に学
習させられる場合もあります。
今は、世界の誰かが、データを簡単に解析するため

のプログラムコードを書いてくれている時代です。使
う側としては、データを用意して数行のプログラムを
書くだけ。数式なんてわからなくても、とりあえず結
果は出ます。でも、解析したいデータの特徴を捉えて、
確率という数学的な道具を使うことで、機械により効
率よく学習してもらえる場合もたくさんあります。そ
ういった方法を考えることが私の研究テーマのひとつ
です。そのためには、企業との共同研究などもしなが
ら、現場の知恵を活かす形での学習方法を考える必要

があります。何よりも、結果をどのように使うのかは、
その業界の人と相談しながらでないと見つけられませ
ん。協力しながら研究を進め、産業へと展開するとい
う意識は大切だと考えています。
また、大学ならではという感じの基礎的な研究、特
に確率に関する数学を人工知能にうまく応用するため
の研究もしています。正直なところ、私としては、こ
ちらの方が好きな研究です。数学は難しいと思われが
ちですが、やはり偉大で強力です。今は「双対性」と
いう数理をキーワードに、機械が学習しやすくなるよ
うな枠組みを作ることに挑戦しています。応用と、そ
れにつながる基礎研究とをバランスよく、を心掛けて
います。

アンケートによる消費
者ニーズの把握、把握し
たニーズを基に消費者の
意思決定に影響を及ぼす
宣伝方法の提案。

学歴・略歴
有賀 健高
（あるが けんたか）
東京大学経済学部経済学
科卒業、東京大学大学院
経済学研究科修了、ロー
ドアイランド大学環境資
源経済学博士課程修了
（環境資源経済学PhD）
地球環境戦略研究機関研
究員、石川県立大学講師・
准教授を経て現職。
専門は環境資源経済学。
主な著書『原発事故と風
評被害』

今年の3月で福島第一原子
力発電所事故から早7年が過ぎましたが、依
然として福島県で生産された食品に対する風
評被害が続いていると言われています。しか
し、消費者庁の最新のアンケート調査による
と、福島県産の食品を買うのを避けると答え
ている消費者は過去最低となっています。ま
た、福島県産の食品を購入している理由につ
いての調査では、被災地の生産者を支援した
いという答えが最も多いという結果が出てお
ります。
私が2014年に全国の約8700人の消費者を対

象に実施した原発近辺の食品に対する意識調
査でも、原発近辺の食品に対する購買意欲が
高い消費者は原発近辺の地域を支援したいと
考えている傾向があるという結果を得ていま
す。私の研究では、さらに環境保全活動に積
極的に参加したいといった社会的支援に対す
る関心が高い消費者ほど原発近辺の食品への
購買意欲が高いことも明らかとなっています。
このことは、消費者の利他的意識に訴えるこ

とが被災地の食品への需要喚起につながる可
能性を示唆しています。
私の専門である環境資源経済学は、人間の

経済活動が環境に及ぼす影響を緩和するため
の経済政策について研究する分野ですが、環
境問題の解決には、人々の行動をどう変える
かが重要であり、そのためには人々の利他的
意識を把握することが重要なのではないかと
考えています。特にこれまでの経済学では自
己利益の追求ばかりに焦点が置かれてきまし
たが、環境経済学では、自己利益だけではな
く、他者の利益のための
行動や意思決定の側面に
関する研究の重要性が大
きくなります。そこで、
利他的意識の中身をより
深く研究していくために、
私の今後の研究では行動
経済学や心理学の手法を
取り入れていきたいと考
えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

確率を使ってデータから学習する
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 情報システム工学領域 大久保 潤 准教授

利他的意識が環境を救う？
大学院人文社会科学研究科 経済学研究領域 有 賀 健 高 准教授
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日本文化を語る上で欠くことのできないもの一つとして待庵が挙
げられます。待庵は、現存する日本最古の茶室であり、羽柴秀吉（の
ちの豊臣秀吉）が千利休に命じて作らせたものとされています。
待庵は二畳の小さな茶室ですが、掛け込み天井と呼ばれる斜めに
なっている天井と平天井が組み合わされていたり、床や茶室の入隅
の柱を見せないように壁や天井を土で塗り回した仕上げたりするこ
とで、空間を広く感じさせる工夫がなされています。
また、連子窓や下地窓と呼ばれる窓が、壁のさまざま
な位置や大きさで配置され、室内をほどよい明るさに
してくれます。このような仕掛けは、現代の建築空間
にも通じるところがあります。
待庵は、実際に見学することが可能です。しかしな
がら、貴重な建築物であるため、予約制であり見学人
数が限られております。さらに室内に入ることもでき
ません。そこで、ものつくり大学では、室内に入って

待庵の茶室空間を体感できる原寸再現模型を制作してみることとし
ました。
制作は、ものつくり大学建設学科と総合機械学科の両学科で共同
しており、20名以上の学生と7名の教職員、7名の非常勤講師の職
人の方々が関わる一大プロジェクトとなりました。木工事や左官工
事、建具工事だけでなく、鍛金加工により和釘の制作まで挑戦して

みました。
この国宝《待庵》の原寸再現模型は、2018年
4月25日から9月17日まで森美術館（東京・六
本木）で開催される『建築の日本展：その遺伝
子のもたらすもの』で展示しております。興味
がありましたら、ぜひ足をお運びになり、小さ
いながらも大きく感じられる待庵の空間を味わ
ってみてください。

小学生の頃はリトマス紙の色の変化に
驚き、学生時代には涙でノートのインク
をにじませ、最近では綿棒で鼻の奥をつ

つかれ「Ａ型のインフルエンザです。」と言われた経験が誰で
もあるのではないでしょうか？いずれも紙の繊維に液体が染み
込む毛細管現象を利用しています。この流れを利用して化学分
析、成分分離、バイオセンシングを行っているわけです。
研究室では微量なサンプルを流して化学処理を行うマイクロ
化学デバイスの研究を行っています。食の安全、医療・ヘルス
ケアなど多くの領域で高い需要が見込まれますが、このような
分野ではデバイスは使いきりが望まれるため安価につくらなけ
ればなりません。径や長さなど形状が制御された毛細管を多数
配列した構造にすれば、微量液体の流れを自在にコントロール
する仕組みを安価に実現できます。毛細管を配列した構造での
流れのシミュレーション（図左）や、高分子材料を使ったアス
ペクト比の高い毛細管配列の作製方法の研究も行っています。

また、ものつくり大学の平井研究室と協力してマイクロバブ
ル発生装置の小型化にも着手しました。マイクロバブル技術は
その特異な特性から多くの分野に応用が期待できる技術です。
従来のマイクロバブル発生装置は環境改善用など大容量の装置
が主流なため、サンプル量が微量な分析分野や医療分野では応
用の範囲が限られています。発生装置の中でバブルを放出する
ノズル部は重要部品です。小型装置に最適化したノズルの設計
を流体シミュレーション（図右）をもとに行い、実際に製作し
て解析を行っています。
いずれの研究においても、既成概念にとらわれていない学生
のアイデアが
大きな進展を
もたらしてい
ます。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

国宝《待庵》原寸再現模型の制作
建設学科 大 竹 由 夏 助教

大竹 由夏（おおたけ ゆか）助教、筑波大学大学院 人間総合科学研究科 博士後期課程修了【博士（デザイン学）】、一級建
築士、2017年4月からものつくり大学助教。日本建築学会会員（連絡先：048‐564‐3866／otake@iot.ac.jp）

マイクロ化学デバイス研究室の紹介
総合機械学科 堀 内 勉 教授

堀内 勉（ほりうち つとむ）教授・博士（理学）早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。日本電信電話株式会社研究所
を経て、2014年4月より現職。（連絡先：048‐564‐3831／horiuchi@iot.ac.jp）

ものつくり大学で仮組み中の
国宝《待庵》原寸再現模型
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第
一
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
三
月
八
日
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
て
開
催
さ
れ
、
二
七
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

〈
開
催
の
ね
ら
い
〉

①
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、

目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
知
る

②
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
を
描
き
、
実
現
に
向
け
て
一
歩
踏

み
出
す
た
め
の
「
目
標
と
行
動
計
画
」

を
策
定
す
る

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

基
調
講
演
・
特
別
講
演
・
個
人
ワ
ー

ク
＆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
宣
言

〈
第
一
部

基
調
講
演
概
要
〉

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
当
会
専

務
理
事

根
岸
茂
文
が
「
将
来
の
リ
ー

ダ
ー
に
是
非
と
も
認
識
し
て
ほ
し
い
こ

と
〜
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
（
一
歩
踏
み
出

せ
）〜
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
は
「
リ
ー
ダ
ー
に
是
非
と
も
認

識
し
て
ほ
し
い
こ
と
」「
働
く
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
」と

い
っ
た
テ
ー
マ
を
軸
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

・「
失
敗
と
は
成
長
」
そ
し
て
「
忍
耐

と
は
希
望
」
〜
将
来
を
展
望
す
る
上
で

言
葉
の
意
味
の
解
釈
を
変
え
、
新
し
く

定
義
す
る
こ
と
が
大
切
〜

・
勇
気
は
自
信
に
先
行
す
る
〜
楽
観
主

義
の
重
要
性
（「
前
向
き
・
外
向
き
・
上

向
き
マ
イ
ン
ド
に
リ
セ
ッ
ト
す
る
）
〜

・「
未
来
」
と
「
今
」
ど
ち
ら
が
大
切

か
？
〜
未
来
よ
り
優
位
な
の
は
「
今
こ

の
瞬
間
」・
未
来
に
こ
う
し
た
い
と
思

う
事
が
あ
る
な
ら
「
い
ま
こ
の
時
」
何

か
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
〜

・「
あ
る
べ
き
姿
」
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
〜
数
年
先
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を

明
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
今

現
在
持
て
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大

限
発
揮
し
、
将
来
の
布
石
が
打
て
る
〜

最
後
に
「
座
っ
て
悩
む
な
、
動
い
て

考
え
よ
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
講

演
を
終
了
し
ま
し
た
。

〈
第
二
部

特
別
講
演
〉

第
二
部
の
特
別
講
演
で
は
、
㈱
Ｆ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
代
表
取
締
役
社
長

小
島
由
香
氏

よ
り
「
ち
ょ
っ
と
、
や
り
す
ぎ
る
。
〜

夢
見
る
力
と
現
実
力
〜
」
と
題
し
て
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。

小
島
氏
は
、㈱
ソ
ニ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ・エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト（
現
Ｓ
Ｉ
Ｅ
）

に
て
Ｐ
Ｓ（
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）タ

イ
ト
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
さ
れ
、
そ

の
後
、グ
リ
ー
㈱
に
て
ゲ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
四

年
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
を
起
業
、
二
〇
一
七
年

に
目
の
動
き
で
仮
想
世
界
を
操
作
で
き

る
視
線
追
跡
型
Ｖ
Ｒ
用
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

「
Ｆ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
0
」
を
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
歴
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
誌
「
Ｆ

ｏ
ｒ
ｖ
ｅ
ｓ
」が
選
出
し
た「
世
界
に
影

響
を
与
え
る
ア
ジ
ア
の
若
き
三
〇
人
」

に
選
出
さ
れ
、
ま
た
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ

が
選
出
す
る「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
二
〇
一
七
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
も

の
づ
く
り
賞
」
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
冒
頭
、
開
発
さ
れ
た
視
線
追
跡

型
Ｖ
Ｒ
用
ヘッ
ド
セ
ッ
ト
を
装
着
し
た
際

の
見
本
映
像
や
、ゲ
ー
ム
機
器
以
外
の
使

用
方
法
に
関
す
る
映
像
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
の
技
術
は
ゲ
ー
ム
機
器
と
し
て

の
使
用
に
留
ま
ら
ず
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
が
、視
線
の
動
き
で
キ
ー
ボ
ー

ド
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
た
り
ピ
ア
ノ

を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、Ｑ
Ｑ
Ｌ（
生
活
の
質
）を
改
善
す
る

手
助
け
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

講
演
で
は
、
起
業
ま
で
の
経
緯
や
起

業
を
通
し
て
考
え
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
な
ぜ
女
性
起
業
家
が
少
な
い
か
、
な

ぜ
女
性
は
起
業
に
踏
み
出
せ
な
い
の
か

①
リ
ス
ク
が
あ
る
↓
思
っ
て
い
る
ほ
ど

リ
ス
ク
じ
ゃ
な
い

②
育
児
で
時
間
が
な
い
↓
育
児
前
後
の

時
間
を
使
う

③
ス
キ
ル
が
な
い
↓
言
語
化
で
き
な
い

ス
キ
ル
が
あ
る

④
そ
れ
で
も
ス
キ
ル
が
足
り
な
い
↓
一

人
で
や
ら
な
く
て
も
い
い

⑤
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
経
験
が
な
い
↓
子
育

て
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑥
自
信
が
な
い
↓
絶
対
、
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
だ
よ
。

「
現
実
的
な
女
性
だ
か
ら
こ
そ
、
夢

を
現
実
に
で
き
る
。
あ
と
は
『
夢
を
見

る
』
だ
け
」
と
結
ば
れ
、
講
演
は
終
了

し
ま
し
た
。

〈
第
三
・
四
部

個
人
ワ
ー
ク
＆
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
〉

午
後
は「『
Ｃ
ａ
ｎ
・
Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
・
Ｗ
ｉ

ｌ
ｌ
』
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
今
後
の

ビ
ジ
ョン
を
描
く
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」
に

第
一
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

（
旧
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
」）

テ
ー
マ
「�
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
�
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
！
」

〜
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
い
て
、

一
歩
踏
み
出
す
た
め
の
「
目
標
と
行
動
計
画
」
を
設
定
す
る
〜

「リーダーに是非とも認識してほしいこと～LEAN IN（一歩踏
み出せ）～」と題した当会専務理事 根岸茂文による基調講演

「ちょっと、やりすぎる。～夢見る力と現実力～」と題して起業に関す
る経験談と貴重なメッセージを頂いた小島由香氏による特別講演

個人ワークでは、ワークとライフそれぞれに
「Can·Must·Will」を書き出し自身のキャリア
について考える―24―



第
二
二
講
・
第
二
四
講
『
話
し
方
・
伝
え
方
』
開
催

一
月
二
一
日
㈪
開
催
・
十
三
名
参
加
／
二
月
九
日
㈮
開
催
・
二
二
名
参
加

第
二
三
講
『
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
』開
催

一
月
三
一
日
㈬
開
催
・
三
六
名
参
加

第
二
五
講
『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
開
催

二
月
十
六
日
㈮
開
催
・
十
五
名
参
加

分
け
て
、「
Ｃ
ａ
ｎ
（
今
自
分
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
・
能
力
・
強
み
）」「
Ｍ

ｕ
ｓ
ｔ
（
自
分
の
役
割
・
責
任
）」「
Ｗ

ｉ
ｌ
ｌ
（
実
現
し
て
み
た
い
こ
と
）」

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
出
し
、
自
分

自
身
に
関
す
る
�
棚
卸
し
�
と
�
こ
れ

か
ら
�
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
取
組

み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
書
き
出
し
た
内
容
を
基

に
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
キ

ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
3
つ
の
時
間
軸

で
作
成
し
ま
し
た
。

①
短
期
的
な
目
標
（
六

ヶ
月
程
度
で
実
現
し
た
い

こ
と
）、
②
中
期
的
な
目

標
（
二
〜
三
年
で
実
現
し

た
い
こ
と
）、
③
長
期
的

な
目
標
（
五
年
程
度
で
実

現
し
た
い
こ
と
）

続
い
て
「
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
行
動
を

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
と
し
て
作
成
し
、

「�
あ
る
べ
き
姿
�
へ
の
第
一
歩
」
と

し
て
の
明
日
か
ら
の
取
組
み
を
「
宣

言
」
と
し
て
纏
め
ま
し
た
。

〈
第
五
部

宣
言
〉

最
後
に
、「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」

に
お
け
る
目
標
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、

明
日
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
全
員
に
発

表
し
て
い
た
だ
く
時
間
を
設
け
、
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
「
一
歩
踏
み
出
す
」
大
切
さ
に
気
づ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加

者
か
ら
、

・
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く
な
る

内
容
で
、
働
く
こ
と
の
素
晴
し
さ
に
つ

い
て
も
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。（
基

調
講
演
）

・
自
分
の
可
能
性
を
自
分
で
狭
め
る
こ

と
な
く
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。（
特
別
講
演
）

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

目
標
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
が
あ
ら
た
め
て
分
か
っ
た
。（
個

人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

・
宣
言
す
る
内
容
を
決
め
た
こ
と
で
、

明
日
か
ら
取
り
組
む
目
標
が
明
確
に
な

っ
た
・
他
の
人
の
取
組
み
を
聞
く
こ
と

で
、
自
身
も
頑
張
ろ
う
と
前
向
き
に
な

れ
た
（
宣
言
）

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
形

成
し
て
い
く
上
で
、
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
知

る
機
会
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ

ン
を
描
い
て
実
現
に
向
け
て
一
歩
踏
み

出
す
た
め
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は「
話
し
方
・
伝
え
方
」を
テ
ー

マ
に
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
能

勢

み
ゆ
き
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、会
議
や
発
表
の
場
面
に
お
い
て
、相

手
に
正
確
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
伝

え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
集
団
に
お
け
る
意
思
決

定
の
重
要
性
を
始
め
と
し
て
会
議
を
活

性
化
さ
せ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
も
学
び
、
発
言
の
必
要
性
や
相

手
に
伝
わ
る
話
し
方
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

第
二
三
講
は
「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
て
、
早

川
オ
フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
周
囲
か
ら
期
待
さ

れ
る
役
割
や
影
響
力
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
、
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講

義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
や
役
割
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
他
人
か
ら
の
視
点

や
役
割
期
待
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
あ
り
方
（Be-

ing

）
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認

識
し
ま
し
た
。

講
義
後
半
で
は
、
自
身
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
像
をBeing

とDoing

に
分

け
て
行
動
計
画
を
考
え
、
一
日
を
通
し

て
自
分
な
り
の
強
み
を
活
か
し
た
リ
ー

ダ
ー
像
を
見
つ
け
る
一
助
と
な
っ
た
様

子
で
し
た
。

第
二
五
講
は「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」を
テ
ー
マ
に
、Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
自
分
の
仕
事
や
時

間
の
使
い
方
を
振
り
返
り
、
今
後
の
人

生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
考
え
方
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加

者
同
士
対
話
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て

い
く
方
法
で
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

忙
し
い
日
々
の
生
活
の
中
で
は
で
き

な
か
っ
た
自
身
の
振
り
返
り
が
深
め
ら

れ
、
ま
た
他
者
と
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で

自
身
の
判
断
基
準
に
も
つ
な
が
る
価
値

観
な
ど
の
気
づ
き
が
生
ま
れ
た
よ
う
で

し
た
。

ま
た
、「
仕
事
」
に
お
け
る
時
間
の

使
い
方
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
、
仕
事
の
効
率
化
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

明日からの行動計画を「“あるべき姿”への第
一歩」として宣言する

グループワークでは、異業種メンバーで様 な々
キャリアやチャレンジに関して意見交換を行う

―25―



第
二
六
講
『
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
』
開
講

二
月
二
四
日
㈯
開
催
・
十
一
名
参
加

第
二
七
講
『
全
体
交
流
会
』
開
催

三
月
二
日
㈮
開
催
・
十
八
名
参
加

第
二
六
講
は
「
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

川
端

薫
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
必
要
と
な
る
資
金
や
マ
ネ
ー
プ
ラ

ン
の
考
え
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と
人
生

の
棚
卸
と
し
て
、
現
状
お
よ
び
過
去
の

自
分
を
整
理
し
、
将
来
の
プ
ラ
ン
を
考

え
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
人
生
の
三
大
費

用
（
教
育
費
・
住
宅
費
・
老
後
の
生
活

費
）
に
つ
い
て
、
自
身
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
元
に
課
題
を
把
握
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
社
会
保
障
制
度
を

理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
の
忙
し
い
中
で
、
自
分
と
家
族

の
こ
と
を
考
え
る
時
間
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

第
二
七
講
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「
全
体
交
流
会
」
と

し
て
、
女
性
活
躍
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
県
内
の

様
々
な
業
種
や
年
齢
層
の
女
性
及
び
そ

の
上
司
の
方
も
交
え
て
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
講
師
か
ら
本
年
度
の
働
く

女
性
応
援
講
座
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え

て
、
人
材
育
成
に
向
け
た
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

後
半
で
は
、「
働
く
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
働
き
方
改
革
に
向
け
た
人

材
育
成
や
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

活
発
に
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
価
値
観
を
理
解
し
な
が
ら

交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
見
受
け

ら
れ
、
女
性
活
躍
推
進
の
今
後
に
期
待

を
感
じ
ま
し
た
。

三
月
二
三
日
青
年
経
営
者
部
会
の
千

葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会
が
茨
城
主
催

で
つ
く
ば
市
の
国
立
研
究
開
発
法
人
産

業
技
術
総
合
研
究
所
に
て
三
五
名
（
埼

玉
か
ら
は
八
名
）
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合

研
究
所
は
、
国
内
最
大
級
の
公
的
研
究

機
関
で
あ
り
、
産
業
・
社
会
に
役
立
つ

技
術
の
創
出
か
ら
、事
業
化
に
繋
ぐ「
橋

渡
し
」
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
毎
年
二

千
件
の
企
業
と
の
共
同
研
究
の
お
よ
そ

三
分
の
一
は
中
小
企
業
と
の
連
携
で
す
。

◇
視
察
会
概
要

セ
ン
タ
ー
到
着
後
、
同
所
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
本
部
地
域
連
携
推
進
部
関

東
地
域
連
携
室
長

川
村
栄
浩
氏
よ
り

「
産
総
研
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
〜
支
援
制

度
の
ご
紹
介
〜
」
と
題
し
た
事
業
説
明

を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア

つ
く
ば
」
の
見
学
に
う
つ
り
、
産
総
研

の
最
新
研
究
を
試
作
品
展
示
や
解
説
動

画
な
ど
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
」
に
て
、「
健
康
で
安
全
な
未
来
の

暮
ら
し
を
築
く
�
ラ
イ
フ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
�」「
人
と
地
域
の
豊
か
な
未
来
を
つ

く
る�
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
�」「
日

本
の
産
業
・
日
本
の
未
来
を
支
え
る�
も

の
づ
く
り
�
技
術
」
と
い
っ
た
展
示
を

見
学
し
ま
し
た
。

次
に
、「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
の

最
前
線
〜
中
小
企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活

用
策
〜
」
と
題
し
て
、
同
所
人
工
知
能

研
究
セ
ン
タ
ー
上
席
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
杉
村
領
一
氏
よ
り
ご

講
演
を
伺
い
ま
し
た
。

講
演
は
、「
Ａ
Ｉ
の
定
義
（
実
世
界

に
埋
め
込
ま
れ
る
人
工
知
能
）」「
将
来

の
利
用
例
」「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
連
携
作
業

現
場
の
知
能
化
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
行

わ
れ
、
あ
ら
た
め
て
Ａ
Ｉ
と
そ
の
活
用

策
に
関
し
て
学
び
直
す
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

◇
懇
親
会

視
察
後
は
、
三
県
合
同
で
交
流
を
深

め
る
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
県

の
栗
原
部
会
長
を
は
じ
め
各
県
の
代
表

か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
茨
城
県
経
営
者

協
会
青
年
経
営
研
究
会
直
前
部
会
長
の

磯
﨑
寛
也
氏
か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
を
受

け
、
千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
の
各
青
年
部

会
員
同
士（
千
葉
は
経
営
者
協
会
会
員
）

で
、
視
察
会
の
感
想
や
近
況
報
告
を
行

い
、
互
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
最

後
は
、
茨
城
県
青
年
経
営
研
究
会
次
期

部
会
長
の
栗
山
電
気
㈱
代
表
取
締
役
栗

山
武
志
氏
よ
り
閉
宴
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

働く女性応援講座（第27講）
「全体交流会」

青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会
（
茨
城
主
催
）

「
産
業
技
術
総
合
研
究
所
視
察
会
＆
懇
親
会
〜
最
先
端
の
技

術
を
生
み
出
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
繋
げ
る
同
所
の
取
り
組
み

と
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
の
最
前
線
を
探
る
〜
」
を
開
催

事業説明を聴く

サイエンス・スクエアつくばを見学

千葉・茨城メンバーとの交流会
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一
〇

副
業
・
兼
業
促

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）の
問
題
点

（
そ
の
1
）

1

在
職
中
も
労
働
時
間
外
な
ら
兼
業

自
由
と
い
う
の
は
本
当
か

政
府
は
、「
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す

る
検
討
会
」
を
設
け
、「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」（
平
成
二
九
年
三
月
二
八

日
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
）
に
お

い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼
業
に

つ
い
て
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
な

ど
実
効
性
の
あ
る
政
策
手
段
を
講
じ
て
、

普
及
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。」
と
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
は
検
討
会

を
開
催
し
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
九
年
一
二
月
二
五
日
に
「
副
業
・

兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
現
在
の
多
く
の
企
業
で
は
雇
用
契

約
で
在
職
中
に
お
け
る
副
業
や
兼
業
に

つ
い
て
は
禁
止
し
、
会
社
が
許
可
し
た

場
合
に
の
み
可
能
に
な
る
と
い
う
取
扱

い
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、「
裁
判
例
で

は
、
労
働
者
が
労
働
時
間
以
外
の
時
間

を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
、
基
本

的
に
は
労
働
者
の
自
由
で
あ
り
、
各
企

業
に
お
い
て
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
の
は
、
労
務
提
供
上
の
支
障

と
な
る
場
合
、
企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る

場
合
、
企
業
の
名
誉
・
信
用
を
損
な
う

行
為
や
信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が

あ
る
場
合
、
競
業
に
当
た
る
場
合
と
考

え
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
所
定
労
働
時
間
以
外
の
時

間
を
利
用
し
て
副
業
や
兼
業
を
行
う
こ

と
は
原
則
と
し
て
自
由
な
の
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
い
え
ず
、

実
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
雇

用
関
係
法
理
と
し
て
、「
雇
用
関
係
が

存
続
中
の
競
業
は
、
一
般
に
、
労
働
契

約
に
黙
示
的
に
含
ま
れ
て
い
る
保
信
義

務
（im
plied

duty
of
fidelity

）
に

違
反
し
、
労
働
者
は
契
約
違
反
を
冒
す

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は

労
働
者
を
雇
用
す
る
第
三
者
を
相
手
に
、

雇
用
関
係
の
存
続
中
当
該
労
働
者
の
雇

用
の
差
止
命
令
（injunction

）
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｈ
ｉ
ｖ
ｏ
ｃ
事
件
、

一
九
四
六
年
）。
し
か
し
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
場
合
に
は
、
理
論
上
は

と
も
か
く
、
実
際
に
こ
の
理
を
そ
の
ま

ま
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。」（
渡
辺
章
『
労
働
法
講
義

（
上
）』
二
四
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
法
理
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、「
従
前
か
ら
、
雇
用
契

約
に
附
随
す
る
義
務
と
し
て
使
用
者
に

対
す
る
誠
実
義
務
を
負
う
と
解
釈
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
労
働
契
約

法
三
条
四
項
に
お
い
て
、
従
業
員
の
誠

実
義
務
が
明
文
で
定
め
ら
れ
た
。
今
回

検
討
し
た
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
在
職

中
に
お
け
る
雇
用
契
約
に
附
随
す
る
誠

実
義
務
を
一
般
論
と
し
て
否
定
し
た
も

の
は
な
い
。」（
横
地
大
輔
判
事
「
従
業

員
等
の
競
業
避
止
義
務
等
に
関
す
る
諸

論
点
（
上
）」
判
例
タ
イ
ム
ス
№
一
三

八
七
号
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
案
）」
の
記
述
と
は
逆
に
多
数

の
判
決
に
お
い
て
、
誠
実
勤
務
義
務
の

内
容
の
一
つ
と
し
て
二
重
就
職
に
つ
い

て
は
こ
れ
に
反
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、

懲
戒
処
分
は
有
効
と
さ
れ
て
き
て
い
る

の
が
判
例
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
判
例
上
は
「
本
件
Ｘ
ら

の
行
為
が
Ｙ
会
社
就
業
規
則
の
禁
止
す

る
『
他
へ
の
就
業
』
に
該
当
す
る
か
否

か
を
検
討
す
る
に
、
当
時
Ｙ
会
社
は
、

従
業
員
の
長
時
間
労
働
に
よ
る
肉
体
的

疲
労
度
を
軽
減
し
、
就
業
時
間
中
の
作

業
能
率
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
そ
の
実
態

調
査
を
試
み
る
特
別
措
置
を
講
じ
て
お

り
、
従
業
員
は
そ
の
措
置
中
は
特
に
自

己
ま
た
は
他
の
従
業
員
の
作
業
能
率
や

意
欲
を
低
下
せ
し
め
る
よ
う
な
言
動
を

慎
む
べ
き
忠
実
義
務
が
あ
る
の
に
、
Ｘ

ら
は
再
三
に
わ
た
る
会
社
側
の
警
告
を

無
視
し
、
許
可
な
く
他
に
就
労
し
て
、

就
業
の
規
律
を
乱
し
、
職
場
内
に
他
社

就
労
の
噂
を
生
ぜ
し
め
て
、
他
の
従
業

員
の
作
業
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
等
企
業

に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
た
も

の
と
推
認
す
る
に
十
分
で
あ
る
。」
と

し
て
、
Ｘ
ら
の
他
社
就
業
は
、
Ｙ
会
社

の
厳
重
な
警
告
中
に
敢
え
て
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
情
状
は
重
い
（
昭
和
四

七
・
一
〇
・
二
〇
福
岡
地
裁
判
決
、
昭

和
室
内
整
備
事
件
、
判
タ
二
九
一
号
三

五
五
頁
）
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、「
労
働
者
の
自
由
な
る

時
間
は
第
一
義
的
に
は
労
働
者
の
た
め

に
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
労
働
者
が
そ

の
自
由
な
る
時
間
を
精
神
的
肉
体
的
疲

労
回
復
の
た
め
適
度
な
休
養
に
用
い
る

こ
と
は
、
次
の
労
働
日
に
お
け
る
誠
実

な
労
務
提
供
並
び
に
安
全
衛
生
に
関
す

る
事
故
防
止
の
た
め
の
基
礎
的
条
件
を

な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
と
し

て
も
労
働
者
の
自
由
な
時
間
の
利
用
に

つ
い
て
利
害
関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
。
す
で
に
従
業
員
た
る
地

位
に
あ
る
者
が
そ
の
自
由
な
る
時
間
を

利
用
の
自
由
性
に
任
せ
て
他
と
継
続
的

雇
用
関
係
に
入
り
、
例
え
ば
一
日
八
時

間
な
い
し
そ
れ
以
上
の
拘
束
労
働
に
服

す
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
疲
労
度
は

加
速
度
的
に
累
積
し
、
従
業
員
た
る
地

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
七
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
３０
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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位
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
誠
実
な
労
務

の
提
供
は
遂
に
は
殆
ど
不
可
能
と
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
安
全
衛
生
上
の
事
故
の

発
生
、
こ
れ
に
伴
う
使
用
者
側
の
損
害

並
に
各
種
補
償
義
務
負
担
等
の
危
険
性

が
著
し
く
増
大
す
る
こ
と
が
当
然
に
予

想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
労
働
者
が
す
で

に
従
業
員
で
あ
る
以
上
、
そ
の
自
由
な

る
時
間
に
お
い
て
他
と
継
続
的
な
雇
用

関
係
に
入
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
従
業

員
た
る
地
位
と
相
容
れ
な
い
結
果
を
伴

う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と

さ
れ
、
家
計
補
助
の
た
め
に
な
さ
れ
る

内
職
程
度
の
仕
事
の
場
合
は
別
と
し
て
、

「
他
と
継
続
的
な
雇
用
関
係
に
入
る
こ

と
は
就
業
時
間
外
の
他
へ
の
就
業
が
企

業
経
営
に
及
ぼ
す
叙
上
の
如
き
影
響
を

考
慮
す
れ
ば
、
使
用
者
が
企
業
経
営
秩

序
の
維
持
上
、
就
業
規
則
に
お
い
て
従

業
員
に
対
し
か
か
る
行
為
を
禁
止
し
こ

れ
に
違
反
す
る
も
の
を
懲
戒
処
分
の
対

象
と
な
し
う
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」（
昭
和
三
二
・
一
一
・
一

三
大
阪
地
裁
判
決
、
永
大
産
業
事
件
、

労
民
集
八
巻
六
号
八
〇
七
頁
）
と
し
、

懲
戒
解
雇
相
当
と
さ
れ
て
い
る
。

従
業
員
が
、
雇
用
契
約
の
継
続
中
に

他
社
に
お
い
て
も
社
員
と
し
て
兼
業
し

て
就
労
す
る
こ
と
は
、
前
記
の
と
お
り

労
働
契
約
上
の
誠
実
勤
務
義
務
の
観
点

か
ら
そ
れ
が
正
社
員
の
場
合
に
は
い
わ

ゆ
る
二
重
就
職
に
該
当
し
、
一
般
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

2

兼
業
が
許
さ
れ
る
の
は
ア
ル
バ
イ

ト
的
な
社
員
や
一
時
的
就
労
の
場
合

等
で
誠
実
義
務
上
等
問
題
な
い
場
合

前
述
の
と
お
り
、
本
来
、
雇
用
契
約

継
続
中
の
会
社
の
許
可
や
承
認
な
く
他

社
へ
就
職
し
て
兼
業
す
る
こ
と
は
、「
二

重
就
職
」
に
該
当
し
、
自
由
に
行
え
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

回
発
表
さ
れ
た「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）」

で
は
労
働
者
の
勤
務
義
務
や
守
秘
義
務

そ
の
他
の
関
係
上
か
ら
、「
禁
止
さ
れ

る
場
合
」
を
列
挙
し
て
、
そ
れ
を
除
い

て
基
本
的
に
「
労
働
者
の
自
由
で
あ

る
」
と
い
う
、
労
働
者
の
自
由
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
書
き
方
を
し
て
い
る
。

こ
の
書
き
方
で
は
、
本
来
は
許
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
禁
止
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
っ
た
印
象

を
与
え
る
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
点
は

問
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
で
も

①

労
務
提
供
上
支
障
と
な
る
場
合

②

企
業
秘
密
が
漏
洩
す
る
場
合

③

企
業
の
名
誉
・
信
用
を
損
な
う

行
為
の
あ
る
場
合

④

信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が

あ
る
場
合

を
除
い
て
は
、「
基
本
的
に
労
働
者
の

自
由
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
禁
止
に
該
当
す
る
場
合
は
、

兼
業
は
依
然
と
し
て
会
社
の
許
可
、
承

認
が
な
け
れ
ば
許
さ
れ
な
い
。

そ
し
て
、
労
働
契
約
上
何
よ
り
も
重

要
な
の
は
在
職
中
の
労
働
契
約
の
附
随

義
務
と
し
て
の
信
義
誠
実
義
務
で
あ
り
、

雇
用
契
約
継
続
中
の
兼
業
は
、
基
本
的

に
こ
の
業
務
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
も

問
題
で
あ
る
。

こ
の
義
務
は
、
労
働
契
約
法
第
三
条

第
四
項
に
お
い
て
、
明
文
上
の
義
務
と

し
て
、「
労
働
者
及
び
使
用
者
は
、
労

働
契
約
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
信
義

に
従
い
誠
実
に
、
権
利
を
行
使
し
、
及

び
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
上
記
の
禁
止
の
場
合
に
加
え

て
、⑤

信
義
誠
実
義
務
に
反
す
る
場
合

も
禁
止
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
般
の
い
わ
ゆ
る
正

社
員
の
場
合
に
は
、
右
の
①
か
ら
⑤
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
限
り
、
兼
業
や

副
業
は
禁
止
さ
れ
、
自
由
と
は
い
え
な

い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
兼
業
自
由
に
該
当
す
る

の
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
、
一
時
的
な
雇
用

な
ど
、
労
働
契
約
上
の
本
務
に
支
障
の

な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
も
な
い

二
重
就
職
」の
場
合（
浜
田
富
士
郎「
二

重
就
職
―
京
急
横
浜
自
動
車
事
件
」
別

冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判
例
百
選
』（
第

五
版
）
七
六
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。判

例
で
も
、
在
職
中
の
他
社
就
労
で

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
る
兼
業
に
は
該
当

し
な
い
と
さ
れ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど

ア
ル
バ
イ
ト
的
な
場
合
や
一
時
的
・
臨

時
的
な
就
労
の
場
合
で
あ
り
、
許
可
の

な
い
正
社
員
の
二
重
就
職
が
所
定
労
働

時
間
外
で
あ
る
が
ゆ
え
に
自
由
で
許
さ

れ
た
と
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
以
下
、
二
重
就
職
に
よ

る
就
労
に
基
づ
く
解
雇
が
無
効
と
さ
れ
、

兼
業
が
許
さ
れ
た
判
例
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
ア
ル
バ
イ
ト
的
、

臨
時
的
な
兼
業
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

⑴
会
社
の
許
可
の
な
い
在
職
中
の
他
社

に
お
け
る
就
業
で
あ
っ
て
も
、
回
数

が
少
な
く
会
社
の
就
業
に
影
響
の
な

い
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
場
合
に
は
、
禁

止
さ
れ
る
兼
業
に
は
該
当
す
る
も
の

の
会
社
の
相
当
数
の
社
員
が
行
っ
て

お
り
、
会
社
の
指
導
・
注
意
も
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
懲
戒

解
雇
ま
で
は
酷
で
あ
る
と
さ
れ
た
事

例本
件
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手

が
、
会
社
の
就
業
時
間
が
午
前
八
時
か

ら
翌
日
の
午
前
二
時
ま
で
で
、
勤
務
終

了
の
日
が
非
番
日
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
、
会
社
に
無
断
で
、
非
番
日
の
午
前

八
時
か
ら
午
後
四
時
四
五
分
ま
で
輸
出

車
の
移
送
、
船
積
み
等
を
す
る
ア
ル
バ

イ
ト
を
一
箇
月
平
均
七
、
八
回
行
っ
て

い
た
こ
と
が
、
就
業
規
則
の
規
定
に
よ

っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
兼
職
に
あ
た
る

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
処
分
と
し

て
は
、
解
雇
ま
で
は
酷
と
さ
れ
、
解
雇

が
無
効
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
昭
和

五
九
・
一
二
・
一
八
広
島
地
裁
決
定
、

都
タ
ク
シ
ー
事
件
、
労
民
集
三
五
巻
六

号
六
四
四
頁
）。

⑵
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
で
あ
り
、
年
間
一
、

二
回
程
度
の
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
を

理
由
と
す
る
解
雇
が
無
効
と
さ
れ
た

例本
件
は
、
従
業
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
行
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為
を
理
由
と
し
た
懲
戒
解
雇
も
し
く
は

普
通
解
雇
の
有
効
性
が
問
わ
れ
た
事
案

で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、「
原
告
ら
が
本

件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
ノ
ー
ト
の
記
載
を

も
っ
て
、
原
告
ら
が
本
件
ア
ル
バ
イ
ト

行
為
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
の
証

左
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
さ
れ
た
。

「
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
ら
の
本

件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為
の
頻
度
に
つ
い
て

は
、
被
告
設
立
後
い
ず
れ
も
年
間
一
、

二
回
程
度
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
の

限
り
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原

告
ら
が
頻
繁
に
本
件
ア
ル
バ
イ
ト
行
為

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り

る
証
拠
は
な
い
。」（
平
成
一
三
・
六
・

五
東
京
地
裁
判
決
、
十
和
田
運
輸
事
件
、

労
経
速
一
七
七
九
号
二
頁
）
と
し
て
、

解
雇
無
効
と
さ
れ
た
。

⑶
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て
勤
務
し
な

が
ら
、
高
齢
の
父
親
か
ら
の
懇
願
で

始
業
前
の
二
時
間
程
度
父
親
経
営
の

新
聞
販
売
店
の
業
務
に
従
事
し
た
こ

と
が
就
業
規
則
上
の
兼
業
禁
止
規
定

に
違
反
す
る
と
し
て
な
さ
れ
た
懲
戒

解
雇
の
効
力
が
無
効
と
さ
れ
た
例

本
件
事
案
は
、
新
聞
販
売
店
の
実
質

上
の
経
営
者
は
債
権
者
の
父
親
で
あ
り
、

債
権
者
が
新
聞
販
売
業
に
従
事
す
る
よ

う
に
な
っ
た
動
機
は
高
齢
の
父
親
か
ら

の
懇
願
で
や
む
を
得
ず
引
き
受
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
時
期
債
権
者

が
従
事
し
た
時
間
は
、「
乗
務
日
に
お

い
て
は
債
務
者
会
社
に
お
け
る
所
定
始

業
時
刻
で
あ
る
午
前
七
時
三
〇
分
（
就

業
規
則
第
一
四
条
）
よ
り
前
の
約
二
時

間
で
あ
り
、
月
収
も
六
万
円
と
比
較
的

低
額
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
照
ら
す
と
、

債
権
者
の
こ
の
時
期
の
新
聞
販
売
業
務

は
、
い
ま
だ
、
債
務
者
会
社
へ
の
労
務

の
提
供
に
格
別
支
障
を
生
ず
る
も
の
で

は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
兼

職
禁
止
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
昭
和
五
九
・

一
・
二
〇
福
岡
地
裁
判
決
、
国
際
タ
ク

シ
ー
事
件
、
労
判
四
二
九
号
六
四
頁
）

と
さ
れ
た
。

⑷
常
勤
と
し
て
就
業
会
社
で
勤
務
し
た

の
で
は
な
く
、
元
の
同
僚
で
あ
る
と

い
う
気
安
さ
か
ら
た
ま
た
ま
同
社
へ

遊
び
に
行
き
、
そ
の
つ
い
で
に
頼
ま

れ
る
ま
ま
に
写
植
の
作
業
を
手
伝
う

と
い
っ
た
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
解
雇
無
効
と
さ
れ
た
例

「
原
告
は
病
気
の
た
め
被
告
会
社
を

欠
勤
し
て
い
る
間
に
、
競
業
関
係
に
あ

る
Ｎ
社
へ
遊
び
に
行
き
、
そ
の
際
に
頼

ま
れ
る
ま
ま
に
写
植
の
仕
事
を
行
っ
た

も
の
で
、
極
め
て
軽
率
で
あ
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
常
勤
と
し

て
仕
事
を
し
た
の
で
は
な
く
、
元
の
同

僚
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
き
、
そ
の
機

会
に
仕
事
を
手
伝
っ
た
程
度
で
あ
り
、

ま
た
、
原
告
は
被
告
会
社
に
お
い
て
そ

の
機
密
事
項
を
扱
う
立
場
に
な
か
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ま
だ
懲
戒
解
雇

の
理
由
に
は
該
当
し
な
い
。」（
昭
和
五

九
・
二
・
二
八
東
京
地
裁
判
決
、
東
版

事
件
、
労
経
速
一
一
八
四
号
一
七
頁
）。

以
上
の
判
例
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

ア
ル
バ
イ
ト
的
・
臨
時
的
な
就
業
の
ケ

ー
ス
で
あ
っ
て
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
案
）
が
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
つ

い
て
所
定
時
間
外
で
あ
れ
ば
自
由
に
兼

業
や
副
業
が
で
き
る
よ
う
な
積
極
的
に

そ
れ
を
促
進
す
る
よ
う
な
書
き
方
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
労
働
者
に
誤
解
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

裁
量
労
働
制
が
大
き
な
社
会
的
な
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
裁
量
労
働
と
は
、
労
基

法
の
労
働
時
間
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
三

〇
年
前
の
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
年
）

四
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

近
年
の
技
術
革
新
の
進
展
、
経
済
の
サ
ー

ビ
ス
化
・
情
報
化
に
伴
い
、
業
務
の
性
質

上
使
用
者
の
具
体
的
な
指
揮
監
督
に
な
じ

ま
ず
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
つ
い
て
は
、

大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
必
要
が

あ
り
、
通
常
の
方
法
に
よ
る
労
働
時
間
の

算
定
が
適
切
で
な
い

業
務
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
に
対
応
し
て
、

新
し
く
「
裁
量
労

働
」
を
定
め
、
法
制

度
化
が
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
裁
量
労
働
制

に
は
、
専
門
業
務
型

と
企
画
業
務
型
と
い
う
二
つ
の
制
度
が
あ

る
。
い
ず
れ
の
裁
量
労
働
も
「
対
象
業
務

に
従
事
す
る
労
働
者
の
範
囲
に
属
す
る
労

働
者
の
労
働
時
間
と
し
て
算
定
さ
れ
る
時

間
」
を
労
使
協
定
（
専
門
業
務
型
）
又
は

労
使
委
員
会
（
企
画
業
務
型
）
で
決
定
し

た
と
き
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
「
労
働
者
を

対
象
業
務
に
就
か
せ
た
と
き
は
」、「
当
該

決
定
し
た
算
定
時
間
」
に
「
掲
げ
る
時
間

労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
。」
も
の
で
あ

る
。「
裁
量
労
働
に
お
け
る
労
働
時
間
の

算
定
方
法
」
は
、
仕
事
の
進
め
方
や
時
間

配
分
を
本
人
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

決
定
さ
れ
た
算
定
時
間
の
労
働
を
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
労
働
時
間
把
握
義
務
が

免
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
企
画
業
務
型
の
ケ
ー
ス
で

は
、
例
え
ば
「
人
事
・
労
務
を
担
当
す
る

部
署
に
お
け
る
業
務
の
う
ち
、
業
務
の
内

容
や
そ
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

能
力
等
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、

社
員
の
教
育
・
研
修
計
画
を
策
定
す
る
業

務
」
が
対
象
と
な
る
が
、
同
じ
課
で
研
修

の
テ
キ
ス
ト
の
校
正
・
研
修
通
知
の
発
送
、

出
席
者
の
確
認
と
い
っ
た
業
務
を
該
当
者

が
手
伝
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
業
務
の
一

部
と
予
定
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、当
該「
裁

量
労
働
に
定
め
る
対
象
労
働
者
は
、
対
象

業
務
に
常
態
と
し
て
従
事
し
て
い
る
こ
と

が
原
則
で
あ
り
、
業
務
の
一
部
で
も
非
対

象
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
み

な
し
労
働
時
間
の
適
用
は
で
き
ま
せ

ん
。」（
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
の
Ｑ
＆
Ａ
）
と
さ
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
、「
非
対
象
業
務
は

全
く
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
臨
時
的
に
非

対
象
業
務
に
従
事
し
た
（
一
日
三
時
間
）

場
合
に
は
、
み
な
し
労
働
時
間
が
一
日
八

時
間
で
あ
れ
ば
、
当
該
日
の
労
働
時
間
は

通
算
さ
れ
て
一
一
時
間
と
な
り
ま
す
。」

（
同
）
と
さ
れ
て
い
る
。

中
基
審
の
「
指
針
の
在
り
方
研
究
会
報

告
」
で
は
、「
対
象
業
務
に
常
態
と
し
て

従
事
し
て
い
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
従
事
す
る
業
務
の
相
当
部
分
を

対
象
業
務
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
若
干
弾
力
化

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
所
定
の
裁
量
労
働
業
務
を
行

い
な
が
ら
、
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
と
し
て

後
輩
の
指
導
や
事
務
の
手
伝
い
と
い
っ
た

こ
と
は
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
な
の
で
相
当
部

分
と
し
た
が
、
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
で
は
「
こ

の
場
合
に
は
臨
時
的
な
業
務
時
間
を
加
算

し
、
通
算
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

新
し
い
解
釈
と
い
え
る
。
し
か
し
、
も
し
、

加
算
と
な
る
な
ら
当
日
は
指
示
命
令
し
て

裁
量
労
働
の
勤
務
か
ら
除
外
す
れ
ば
、
加

算
せ
ず
通
常
の
労
働
時
間
の
計
算
で
よ
い

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
足
り
る
の
で
あ
る
。

裁
量
労
働
制
の
時
間
算
定

弁
護
士

安
西

�
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平
成
30
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
か
ら
平
成
37

年
（
2
0
2
5
年
）
の
10
年
間
に
本
県
の
人

口
構
造
は
劇
的
に
変
化
す
る
。平
成
37
年（
2

0
2
5
年
）
に
は

団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
り
後

期
高
齢
者
が
急
増

す
る
一
方
、
15
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の

生
産
年
齢
人
口
は

約
20
万
人
減
少
す

る
。
こ
う
し
た
課

題
を
新
た
な
成
長

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
未
来
へ
の
投

資
と
な
る
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

人
口
構
造
の
劇

的
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
急
速

に
進
歩
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

新
た
な
技
術
を
活

用
し
、
県
内
企
業

の
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
や
サ
ー
ビ
ス

産
業
へ
の
Ａ
Ｉ
の
導
入
・
活
用
支
援
、
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
な
ど
に

取
り
組
み
、「
ス
マ
ー
ト
社
会
へ
の
シ
フ
ト
」

を
推
進
す
る
。

「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
企
業
で
の
「
働

く
場
」
の
拡
大
、
シ
ニ
ア
へ
の
就
業
支
援
を

す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成

30
年
度
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
の
厚
さ
と
い
う

本
県
の
特
徴
に
着
目
し
、
退
職
す
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
な
ど
に
集
中
的
に
働
き
掛
け
就
職
や

地
域
活
動
に
結
び
付
け
て
い
く
ほ
か
、
40
〜

50
歳
代
の
現
役
世
代
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
う
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0

1
9
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
、
外
国
人

観
光
客
1
0
0
万
人
誘
致
へ
の
取
組
を
強
化

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、「
希
望
・
活
躍
・
う
る
お
い

の
埼
玉
」
を
実
現
す
る
た
め
、
埼
玉
県
5
か

年
計
画
に
基
づ
き
各
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

産
業
分
野
で
は
、
Ｅ
Ｖ
社
会
到
来
に
向
け

た
新
分
野
進
出
等
の
支
援
、
先
端
産
業
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
る
新
た
な
産
業

の
育
成
・
集
積
の
ほ
か
、
本
県
の
立
地
優
位

性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
県
内
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
革
新
や
資
金
調
達
円
滑
化

の
支
援
、
相
談
体
制
の
強
化
に
よ
る
事
業
承

継
支
援
、
販
路
開
拓
な
ど
の
海
外
展
開
支
援

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
支
援
に

よ
り
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
を
図
る
。

労
働
分
野
で
は
、
非
正
規
対
策
・
働
き
方

改
革
の
推
進
や
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
に

よ
り
雇
用
環
境
の
改
善
を
図
る
ほ
か
、
企
業

人
材
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
川
越
の
設
置
な
ど
埼

玉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
り
求
職
者

支
援
と
企
業
の
人
材
確
保
支
援
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
更
な
る
推
進
、
障
害
者
雇
用
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
る
障
害
者
に

対
す
る
就
労
支
援
の
強
化
、
産
業
人
材
の
確

保
・
育
成
に
取
り
組
む
。

こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
り
、
産
業
と
雇
用

の
好
循
環
を
目
指
し
て
い
く
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

（

）
内
は
平
成
30
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

1

ス
マ
ー
ト
社
会
へ
の
シ
フ
ト

①

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
産
業
の
高
度
化
支
援

（
1
1
4
�
5
4
0
）

�
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
工
場
内
故
障

診
断
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
県
内
中
小
企
業

の
Ａ
Ｉ
活
用
を
支
援

�
医
療
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
等
活
用
医
療
機

器
の
開
発
や
実
証
を
支
援
し
、
県
内
企
業
の

機
器
開
発
参
入
を
促
進

�
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
を
目
指
す
若
手
技
術

者
育
成
研
修
を
実
施

②

中
小
企
業
の
Ａ
Ｉ
活
用
支
援

（
1
0
、5
0
0
）

�
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
製
造
現
場
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
効
果
を
検
証
し
、

見
え
る
化
を
図
る
。

�
高
い
生
産
性
向
上
効
果
が
見
込
ま
れ
る
工

程
に
お
い
て
、
専
門
家
が
個
々
の
企
業
の
製

造
現
場
に
適
し
た
Ａ
Ｉ
導
入
提
案
を
実
施

2

「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進

①

企
業
に
お
け
る
「
シ
ニ
ア
の
働
く
場
」

の
拡
大

（
9
9
�
8
0
7
）

�
シ
ニ
ア
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
む
企
業
を
「
シ
ニ
ア
活
躍
推

進
宣
言
企
業
」
と
し
て
認
定

�
「
70
歳
雇
用
推
進
助
成
金
」
に
よ
り
定
年

の
廃
止
や
70
歳
以
上
へ
の
引
上
げ
を
行
う
企

業
を
支
援

�
業
界
団
体
等
と
連
携
し
た
企
業
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

②

シ
ニ
ア
の
就
業
へ
の
支
援

（
2
0
6
�
1
8
7
）

�
県
内
8
か
所
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
シ
ニ
ア
の
就
職
を
支
援

�
働
く
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
に
職
場
体
験
の

場
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

�
シ
ニ
ア
向
け
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
現

役
時
代
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
小
規
模

な
起
業
な
ど
を
支
援

③

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

（
5
6
�
0
5
3
）

�
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
事
務
系
や
人
手
不
足
分
野
な
ど
の
新
た
な

派
遣
先
を
開
拓
す
る
ほ
か
、
企
業
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
人
材
の
養
成
や
企
業
で
の
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
を
実
施

�
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
づ
く
り
に
つ
な

が
る
特
色
あ
る
取
組
を
行
う
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
支
援

④

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
へ
の
集
中
的
な
働
き

掛
け

（
3
7
�
1
6
6
）

�
国
民
健
康
保
険
の
切
替
え
の
た
め
に
市
町

村
を
訪
れ
る
退
職
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

に
「
生
涯
現
役
カ
ー
ド
」
を
配
付
し
、
仕
事

や
地
域
活
動
な
ど
の
相
談
窓
口
を
紹
介

�
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
「
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

案
内
士
」
と
し
て
養
成
し
、
定
年
後
の
準
備

に
向
け
た
意
識
を
啓
発

3

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
を
契
機
と
し
た
地
域
の
活
性
化

①

外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
人
誘
致
へ
の

取
組
強
化

（
6
6
�
6
4
5
）

�
台
湾
、
タ
イ
に
加
え
て
、
新
た
に
香
港
を

重
点
市
場
と
し
て
現
地
旅
行
会
社
な
ど
と
連

携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

�
台
湾
に
加
え
て
、
タ
イ
に
埼
玉
国
際
観
光

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
新
設
し
、
訪
日
観
光
客

の
誘
致
を
強
化

�
国
、
都
道
府
県
、
鉄
道
事
業
者
、
県
内
市

町
村
と
連
携
し
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
本
県

の
強
み
を
活
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施

4

就
業
支
援
と
雇
用
環
境
の
改
善

①

非
正
規
対
策
・
働
き
方
改
革
の
推
進

（
3
0
�
8
6
4
）

�
正
社
員
化
総
合
相
談
窓
口
で
、
正
社
員
を

希
望
す
る
非
正
規
雇
用
者
か
ら
の
相
談
に
対

応�
専
門
家
派
遣
や
セ
ミ
ナ
ー
実
施
に
よ
り
正

社
員
転
換
や
働
き
方
改
革
を
進
め
る
企
業
を

支
援

�
市
町
村
等
と
連
携
し
て
県
内
全
域
で
働
き

方
改
革
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
の

企
業
、
団
体
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
店
舗
と
連
携

し
て
定
時
退
社
を
推
進
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施

②

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援（6

�
7
7
8
）

�
仕
事
と
介
護
、
子
育
て
、
病
気
治
療
の
両

立
に
悩
む
勤
労
者
を
対
象
に
、
相
談
・
情
報

提
供
窓
口
を
設
置

�
仕
事
と
介
護
・
子
育
て
の
両
立
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
、
配
布
す
る
ほ
か
、
介
護

研
修
、
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
等
に
お
け
る
出
前

説
明
・
相
談
を
実
施

③

埼
玉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
推
進

（
2
2
1
�
7
5
1
）

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ

イ
ト
に
お
い
て
、
県
が
行
う
就
職
相
談
か
ら

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹
介
ま
で
一
体
的
な

就
職
支
援
を
実
施

�
サ
テ
ラ
イ
ト
内
に
設
置
し
た
「
企
業
人
材

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
に
よ
り
、
企
業
か
ら
の

人
材
確
保
に
関
す
る
相
談
に
対
応

�
新
規
求
人
の
多
い
西
部
地
域
（
川
越
市
）

に
「
企
業
人
材
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
川
越
」
を

新
設
し
、
企
業
の
人
材
確
保
支
援
を
強
化

5

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
更
な
る
推
進

①

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

（
1
6
6
�
6
6
3
）

�
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
方
の

見
直
し
を
進
め
る
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
、
奨
励
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
モ

デ
ル
と
し
て
広
く
発
信

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

産業労働部一般会計予算
＊県の一般会計予算に占める事業予算の割合

区 分 平成30年度 平成29年度 伸び率
予算総額 30，935，564千円 21，094，364千円 46．7％

一般会計構成比＊ 1．7％ 1．1％ ―

コバトン
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�
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
に
取
り

組
む
企
業
を
「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」

と
し
て
引
き
続
き
認
定

�
業
界
団
体
や
経
済
・
商
工
団
体
な
ど
と
連

携
し
、
女
性
の
少
な
い
業
種
等
へ
の
女
性
の

進
出
や
定
着
に
向
け
た
取
組
を
実
施

�
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
職
住
近
接
の
子
育

て
世
代
向
け
雇
用
創
出
モ
デ
ル
を
展
開

②

女
性
の
就
業
や
起
業
へ
の
支
援

（
2
2
2
�
3
6
4
）

�
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
個

別
相
談
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
り
、
女
性

の
就
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、
保
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
設
置
、
遠
隔
地
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
相
談
窓
口

の
設
置
な
ど
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施�
女
性
起
業
家
の
事
業
内
容
の
紹
介
や
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
募
集
と
表
彰
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

③

女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
気
運
づ
く
り

（
2
3
�
1
1
2
）

�
県
内
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
都
内
で
開

催
さ
れ
る
転
職
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
ほ
か
、

鉄
道
会
社
や
商
業
施
設
と
連
携
し
、
駅
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
で
女
性
活
躍
応
援
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

�
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
に
よ
り
、

女
性
活
躍
の
推
進
に
役
立
つ
情
報
を
発
信

6

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援

①

障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
強
化

（
1
8
7
�
8
2
5
）

�
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ
に
対
応
す

る
た
め
、
障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
障
害
者
雇
用
の
受
け
皿
拡

大
、
職
場
定
着
支
援
を
強
化

�
障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
企
業
へ
の
雇

用
の
要
請
や
、
短
期
雇
用
体
験
の
実
施
等
に

よ
り
障
害
者
の
雇
用
拡
大
を
促
進

�
精
神
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
精
神

保
健
福
祉
士
の
チ
ー
ム
支
援
に
よ
り
受
入
企

業
の
拡
大
と
就
業
環
境
の
整
備
を
促
進

�
企
業
な
ど
へ
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
派
遣
し
、

障
害
者
の
職
場
定
着
を
支
援
す
る
ほ
か
、
研

修
等
に
よ
り
地
域
の
支
援
機
関
ス
タ
ッ
フ
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援

7

新
た
な
産
業
の
育
成
と
企
業
誘
致
の
推

進
①

Ｅ
Ｖ
社
会
到
来
に
向
け
た
支
援

（
1
1
3
�
7
0
2
）

�
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
社
会
の
到
来
に
向

け
て
、
県
内
中
小
企
業
が
新
た
な
分
野
で
の

商
取
引
や
円
滑
な
業
態
転
換
を
行
え
る
よ
う
、

産
業
振
興
公
社
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

り
、
個
別
相
談
や
市
場
開
拓
へ
の
支
援
を
実

施�
県
内
中
小
企
業
が
取
り
組
む
Ｅ
Ｖ
関
連
技

術
等
に
係
る
先
進
的
な
技
術
開
発
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成

�
次
世
代
自
動
車
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
お

い
て
、
技
術
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
一
貫

し
た
支
援
を
実
施

②

企
業
誘
致
の
推
進（
9
0
9
�
8
9
7
）

�
市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の
促
進
及

び
立
地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
ほ

か
、
県
内
に
立
地
す
る
企
業
に
対
す
る
不
動

産
取
得
税
相
当
額
を
助
成

③

農
大
跡
地
の
活
用
推
進

（
9
�
9
7
0
�
9
5
5
）

�
鶴
ヶ
島
の
農
業
大
学
校
跡
地
に
お
い
て
、

先
端
産
業
・
次
世
代
産
業
な
ど
の
成
長
産
業

の
集
積
を
図
る

�
環
境
影
響
評
価
、
都
市
計
画
変
更
な
ど
の

手
続
を
経
て
、
北
側
産
業
用
地
の
造
成
工
事

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
進
出
企
業
を
選
定

�
周
辺
地
域
は
、
近
未
来
技
術
の
実
証
な
ど

の
た
め
に
用
地
を
取
得

�
地
域
未
来
投
資
促
進
法
や
国
家
戦
略
特
区

を
活
用

�
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
を
活
か
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用

を
促
進

�
産
業
集
積
に
向
け
た
調
査
（
高
度
な
Ａ
Ｉ

活
用
の
可
能
性
・
産
業
支
援
機
能
等
）
を
実

施④

先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

（
1
�
3
4
6
�
5
7
4
）

�
先
端
的
な
研
究
成
果
と
企
業
の
優
れ
た
技

術
を
融
合
さ
せ
、
実
用
化
・
製
品
化
・
事
業

化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
に
付
加

価
値
の
高
い
先
端
産
業
を
育
成
・
集
積

�
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
航
空
・
宇
宙

の
重
点
5
分
野
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進

�
実
用
化
・
製
品
化
に
向
け
た
研
究
開
発
支

援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
に
つ
い
て
広
く
情
報
を
発
信

8

変
化
に
向
き
合
う
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
支
援

①

小
規
模
事
業
者
の
経
営
支
援

（
2
�
9
8
1
�
6
9
4
）

�
商
工
会
議
所
、
商
工
会
が
行
う
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
へ
の
助

成�
商
工
会
議
所
等
の
連
携
体
制
を
地
域
単
位

で
よ
り
強
化
し
、
経
営
相
談
へ
の
き
め
細
か

な
対
応
や
地
域
経
済
振
興
事
業
を
実
施

�
商
工
会
議
所
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
及
び
組
織

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
専
門
支
援
員
の

派
遣
を
支
援

�
商
工
会
連
合
会
等
へ
の
相
談
員
の
設
置
な

ど
に
よ
り
事
業
承
継
を
支
援

②

中
小
企
業
の
経
営
革
新
支
援

（
7
6
�
1
5
7
）

�
中
小
企
業
の
経
営
革
新
へ
の
意
欲
喚
起
、

計
画
策
定
及
び
承
認
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
実
施

�
企
業
に
身
近
な
商
工
会
議
所
、
商
工
会
が

経
営
革
新
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
事
業
費

を
助
成

③

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
資
金
調

達
の
円
滑
化
支
援

（
1
�
3
0
2
�
0
3
6
）

�
「
女
性
経
営
者
支
援
資
金
」
を
拡
充
し
、

資
金
調
達
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
若
者
（
35
歳

未
満
）
に
つ
い
て
も
、
創
業
時
の
自
己
資
金

要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
女
性
と
同
様
に
支

援
す
る
「
女
性
・
若
者
経
営
者
支
援
資
金
」

を
創
設

�
「
企
業
成
長
設
備
資
金
」
を
拡
充
・
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
や
シ
ニ

ア
・
女
性
・
障
害
者
等
の
活
躍
の
場
を
広
げ

る
設
備
投
資
も
支
援
す
る
「
設
備
投
資
促
進

資
金
」
を
創
設

④

若
手
起
業
家
の
育
成（

3
2
�
8
0
7
）

�
若
い
世
代
の
起
業
希
望
者
に
対
し
て
、
第

一
線
の
起
業
家
や
専
門
家
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ィ
ア
の
事
業
化
を
支
援

�
小
中
高
生
を
対
象
に
、「
起
業
家
講
座
」

を
実
施
し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て

い
る
起
業
家
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
な
ど
で
若

者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
醸
成

⑤

中
小
企
業
の
事
業
承
継
支
援

（
2
0
�
2
3
2
）

�
商
工
会
連
合
会
等
へ
の
相
談
員
の
設
置
な

ど
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、

産
業
振
興
公
社
に
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
専
門
的
な
相
談
に
対
応

⑥

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

（
1
3
6
�
4
9
4
）

�
産
業
振
興
公
社
に
お
い
て
、
貿
易
投
資
相

談
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
会
を

開
催

�
先
端
産
業
製
品
等
の
海
外
販
路
開
拓
を
支

援�
上
海
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
の
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク
の
運
営
、
デ
ス
ク
商
談
会
の
開
催
の
ほ

か
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
マ
ッ
チ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

�
海
外
の
大
学
と
連
携
し
た
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

や
外
国
人
留
学
生
と
県
内
企
業
と
の
人
材
交

流
を
実
施

9

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成

①

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進

（
7
8
�
5
9
4
）

�
危
機
感
が
強
い
商
店
街
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
商
店
街
請
負
人
を
中
心
と
し
た
「
チ
ー

ム
寄
添
者
（
よ
そ
も
の
）」
に
よ
る
伴
走
支

援
を
実
施
（
リ
ー
ダ
ー
等
の
育
成
や
商
店
街

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
活
動
の
実
施
な
ど
）

�
空
き
店
舗
活
用
の
企
画
提
案
コ
ン
ペ
を
実

施
し
、地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
改
修（
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、
出
店
を
支
援

�
商
店
街
の
株
式
会
社
化
を
含
め
た
商
店
街

運
営
組
織
の
先
進
事
例
調
査
と
検
討
会
議
を

開
催

②

健
康
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
の
支
援

（
1
3
�
3
7
4
）

�
医
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
無
理
せ
ず
楽
し

く
運
動
効
果
を
高
め
る
「
ク
ア
オ
ル
ト
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
を
核
に
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

産
業
を
創
出
（
コ
ー
ス
の
調
査
選
定
や
整
備
、

運
動
効
果
の
実
証
等
を
実
施
）

�
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
セ
ッ
ト
の
ツ
ア
ー
を
企

画
・
開
催
す
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
を
Ｐ

Ｒ
す
る
商
品
の
開
発
、
販
売
を
促
進

10

産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

①

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

（
4
8
�
6
1
6
）

�
県
内
高
校
生
を
対
象
に
、
職
業
と
し
て
の

も
の
づ
く
り
を
実
体
験
と
し
て
意
識
付
け
る

県
内
企
業
等
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

�
若
手
技
能
者
の
レ
ベ
ル
の
向
上
、
先
端
産

業
分
野
の
人
材
育
成
、
非
正
規
雇
用
者
の
正

社
員
転
換
を
支
援

11

観
光
の
振
興

①

既
存
資
源
の
徹
底
活
用
と
観
光
基
盤
の

整
備

（
9
4
�
7
4
1
）

�
県
内
ゆ
か
り
の
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
情
報

発
信
・
交
流
拠
点
を
新
設
し
、
国
内
外
か
ら

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
観
光
客
を
誘
致

�
「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
in
熊

谷
」
を
開
催
し
、
県
産
品
販
路
拡
大
と
観
光

客
の
誘
致
を
促
進

�
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
で
あ
る
埼
玉
県

物
産
観
光
協
会
を
支
援
し
、
物
産
・
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
宿
泊
型
旅
行
商
品
化
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
�
8
3
0
�
3
7
1
5
）

―31―
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告

知

版

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

並
び
に
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
に
つ
い
て

（
平
成
30
年
6
月
1
日
〜
7
月
10
日
）

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
平
成
29
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
30

年
度
概
算
保
険
料
及
び
石
綿
健
康
被
害

救
済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

手
続
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

申
告
書
・
納
付
書
は
5
月
末
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
同
封
の
記
入
例
（
申

告
書
等
の
記
入
方
法
）
を
参
考
に
作
成

の
う
え
、
7
月
10
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

開
設
期
間
は
5
月
31
日
〜
7
月
12
日
に

な
り
ま
す
。

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
0
1
2
0
―
7
0
0
―
2
4
4

・
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

�
0
4
8
―
6
0
0
―
6
2
0
3

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
啓
和
運
輸

代
表
取
締
役

川
島

満

入
間
市
狭
山
ヶ
原
二
二
三
―
五

電
話
〇
四
―
二
九
三
四
―
六
五
六
〇

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
二
三
名

運
送
業
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
品

平
岩
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

平
岩

敏
和

所
沢
市
南
住
吉
八
―
一
九

電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
二
二
二
一

（
資
）
二
億
六
百
二
十
八
万
円

（
従
）
八
四
名

総
合
建
設
業

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
岡
部
新
電
元

取
締
役
社
長

坪
田

都
美
（
旧

町
田

正
）

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

田
中

滋
（
旧

江
利
川

毅
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
口
支
店

支
店
長

関

克
巳
（
旧

小
林

義
信
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

越
谷
支
店

支
店
長

大
石

克
紀
（
旧

大
柿

一
気
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

熊
谷
支
店

支
店
長

折
茂

真
一
郎
（
旧

広
瀬

克
之
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

執
行
役
員
埼
玉
中
央
支
店
長

浅
野

洋
（
旧

中
川

幸
生
）

本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所

所
長

山
本

創
一
（
旧

鎌
田

雅
之
）

日
本
メ
ッ
ク
ス
㈱
北
関
東
支
店

支
店
長

平
池

文
夫
（
旧

髙
橋

希
之
）

三
菱
電
機
㈱

支
社
長

山
倉

智
之
（
旧

森

日
出
樹
）

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
販
売
事
業
本
部
埼
玉

支
社支

社
長

北
村

匡
央
（
旧

高
山

利
弘
）

四
月
三
日
〜
五
月
一
〇
日

◆
四
・
三
・
四

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
六

労
働
法
実
務
講
座
第
一
講（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
一

労
働
法
実
務
講
座
第
二
講
、

平
成
三
〇
年
度
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」説
明
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
八

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要

施
策
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
九

労
働
法
実
務
講
座
第
三
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
三

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
二
四

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
六

労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
〇

平
成
三
〇
年
度
定
時
総
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

★
経
理
入
門
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
六
日
㈬
九
時
五
〇
分
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

基
礎
を
学
ぶ
！
〜
経
理
の
知
識
・

流
れ
・
ル
ー
ル
〜

講
師

㈲
マ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
代
表
取
締

役

林

忠
史
氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
一
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国
武
将
シ
リ
ー

ズ
第
5
弾
�「
戦
国
武
将
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
学
ぶ
！
」

講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本

郷
和
人
氏

★
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講

日
時

六
月
一
四
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

評
価
制
度
の
実
践
的
構
築
法

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締

役
・
チ
ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ

ィ
サ
ー

吉
田

寿
氏

★
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
第
三
講

日
時

六
月
二
〇
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

経
営
ト
ッ
プ
に
求
め
ら
れ
る
武
器

と
な
る
�
発
信
力
�
を
磨
く

講
師

㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ

ク
ル
代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏

★
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

六
月
二
二
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
事
業
展
開
に

伴
う
ヒ
ト
と
組
織
の
課
題

講
師

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
シ
ー
リ
ク
ル
ー
ト

メ
ン
ト
海
外
進
出
支
援
室
長

佐

原
賢
治
氏
・
北
関
東
支
店
長

小

浜
剛
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
五
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

成
功
企
業
に
潜
む
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
ル
ー
ル
〜
見
え
な
い
と
こ
ろ

に
競
争
力
の
秘
密
が
あ
る
〜

講
師

早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

教
授

山
田
英
夫
氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
六
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

社
会
課
題
を
解
決
す
る
事
業
構
想

と
は
〜
経
営
資
源
を
活
か
し
理
想

を
描
い
て
事
業
を
構
想
す
る
〜

講
師

事
業
構
想
大
学
院
大
学
学
長

田

中
里
紗
氏

★
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講

日
時

六
月
二
七
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

適
正
運
用
の
た
め
の
評
価
者
研
修

の
重
要
ポ
イ
ン
ト

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
常
務
取
締

役
・
チ
ー
フ
Ｈ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ

ィ
サ
ー

吉
田

寿
氏

★
平
成
三
〇
年
度
社
会
経
済
視
察
団

日
時

六
月
三
〇
日
㈯
〜
七
月
八
日
㈰

内
容

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
一

〇
〇
％
電
力
供
給
と
漁
業
・
酪
農
・

観
光
で
経
済
発
展
を
遂
げ
る
『
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
』
と
、
Ｉ
Ｔ
最
先
端

国
と
し
て
世
界
の
注
目
を
集
め
る

『
エ
ス
ト
ニ
ア
』
を
視
る

視
察
先
〈
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
〉
ヘ
ト
リ
ス
ヘ

イ
ジ
地
熱
発
電
所
、
マ
レ
ル
社
又

は
オ
ズ
ー
ル
社

〈
エ
ス
ト
ニ
ア
〉
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
、
テ
リ
ス
キ
ヴ
ィ
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
、
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｓ

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き

事
業
だ
よ
り

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
〇
四
号

2
0
1
8
年
5
月
7
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

廣
澤
健
一

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六
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